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支援の内容

支援金＝

当年の肥料費÷価格上昇率÷使用量低減率
×0.7

資料：農水省

－当年の肥料費 統計データ
を基に決定 0.9

化学肥料低減の取り組みを行った上で前年度から増加
した肥料費について、その７割を支援金として交付します。

重
点
事
項
は
、
①
生
産
基

盤
の
強
化
と
経
営
所
得
安
定

対
策
の
着
実
な
実
施
、
需
要

拡
大
の
推
進
②
２
０
３
０
年

輸
出
５
兆
円
目
標
の
実
現
に

向
け
た
農
林
水
産
物
・
食
品

の
輸
出
力
強
化
、
食
品
産
業

の
強
化
③
環
境
負
荷
軽
減
に

資
す
る
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
の
実
現
に
向

け
た
政
策
の
推
進
―
な
ど
９

つ
を
柱
と
し
た
。

野
菜
、
果
樹
、
花
き
、
茶

・
薬
用
作
物
、
畜
産
等
の
品

目
ご
と
の
持
続
的
な
生
産
基

盤
強
化
に
向
け
て
、
「
持
続

的
生
産
強
化
対
策
事
業
」
に

２２
年
度
当
初
予
算
比
２７
億
円

増
の
２
０
１
億
円
を
要
求
。

農
業
者
等
が
行
う
生
産
性
向

上
や
販
売
力
強
化
の
取
り
組

み
、
地
方
公
共
団
体
が
主
導

す
る
産
地
全
体
の
発
展
を
図

る
取
り
組
み
な
ど
を
総
合
的

に
支
援
す
る
。

「
水
田
活
用
直
接
支
払
交

付
金
」
に
４
１
０
億
円
増
の

３
４
６
０
億
円
を
要
求
。
水

田
で
の
麦
・
大
豆
、
飼
料
用

米
等
の
本
作
化
、
輸
出
等
の

新
市
場
開
拓
に
向
け
た
低
コ

ス
ト
生
産
の
取
り
組
み
な
ど

を
支
援
す
る
。

経
営
所
得
安
定
対
策
で

は
、
「
収
入
保
険
制
度
の
実

施
」
に
１
５
０
億
円
増
の
３

３
４
億
円
を
要
求
。
同
制
度

の
加
入
者
に
対
し
、
保
険
期

間
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９

割
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
そ

の
差
額
の
９
割
ま
で
を
補
て

ん
す
る
。
肉
用
牛
肥
育
経
営

安
定
交
付
金（
牛
マ
ル
キ
ン
）

や
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給

金
等
の
「
畜
産
・
酪
農
経
営

安
定
対
策
」
は
、
所
要
額
と

し
て
同
額
の
２
２
３
４
億
円

を
求
め
た
（
２
面
に
畜
産
・

酪
農
関
係
の
主
な
事
業
）
。

輸
出
５
兆
円
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
「
マ
ー
ケ
ッ
ト

イ
ン
に
よ
る
海
外
で
の
販
売

力
の
強
化
」
に
１１
億
円
増
の

４２
億
円
、
「
輸
出
産
地
・
事

業
者
の
育
成
・
展
開
」
に
３

億
円
増
の
１０
億
円
を
要
求
。

海
外
需
要
の
開
拓
や
輸
出
産

地
の
育
成
等
に
よ
り
、
輸
出

拡
大
を
図
る
。

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
」
関
連
で
は
、
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

実
現
技
術
開
発
・
実
証
事
業
」

に
４５
億
円
増
の
８０
億
円
を
要

求
。
化
学
農
薬
・
化
学
肥
料

の
使
用
量
低
減
と
高
い
生
産

性
を
両
立
す
る
新
品
種
・
技

術
の
開
発
等
を
推
進
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
「
農
地
中
間

管
理
機
構
を
活
用
し
た
農
地

の
集
約
化
の
推
進
」
に
５３
億

円
増
の
１
０
４
億
円
、
「
新

規
就
農
者
の
育
成
・
確
保
に

向
け
た
総
合
的
な
支
援
」
に

１７
億
円
増
の
２
２
４
億
円
、

「
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
と
ジ

ビ
エ
利
活
用
の
推
進
」
に
２６

億
円
増
の
１
２
７
億
円
と
、

そ
れ
ぞ
れ
増
額
を
求
め
た
。

な
お
、
食
料
安
全
保
障
の

強
化
に
向
け
た
対
応
に
係
る

経
費
等
は
、
金
額
を
示
さ
な

い
「
事
項
要
求
」
と
し
て
提

出
し
た
。
今
後
、
予
算
編
成

過
程
で
検
討
す
る
。

農
水
省
は
、
化
学
肥
料
の

２
割
低
減
に
取
り
組
む
農
業

者
を
対
象
に
、
肥
料
コ
ス
ト

上
昇
分
の
７
割
を
補
て
ん
す

る
「
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事

業
」
に
つ
い
て
、
支
援
内
容

等
の
詳
細
を
示
し
た
。

日
本
は
主
要
な
肥
料
原
料

（
尿
素
、
り
ん
酸
ア
ン
モ
ニ

ウ
ム
、
塩
化
カ
リ
ウ
ム
）
の

大
部
分
を
輸
入
に
依
存
し
て

い
る
。
昨
年
半
ば
よ
り
、
世

界
的
な
穀
物
需
要
の
増
加
や

原
油
・
天
然
ガ
ス
価
格
の
上

昇
等
に
伴
い
、
原
料
の
国
際

価
格
が
大
幅
に
上
昇
し
、
肥

料
価
格
が
高
騰
。
農
業
経
営

に
及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
政
府

は
７
月
２９
日
、
肥
料
価
格
高

騰
対
策
と
し
て
、
２２
年
度
予

算
の
予
備
費
か
ら
７
８
８
億

円
を
支
出
す
る
こ
と
を
閣
議

決
定
し
た
。

同
省
は
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
で
、
３０
年

ま
で
に
化
学
肥
料
使
用
量
を

２
割
低
減
す
る
中
間
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。
同
事
業
に
よ

る
支
援
金
の
交
付
を
通
じ

て
、
肥
料
価
格
高
騰
に
よ
る

農
業
経
営
へ
の
影
響
を
緩
和

す
る
と
と
も
に
、
化
学
肥
料

使
用
量
の
低
減
を
進
め
る
。

事
業
の
概
要
は
以
下
の
と
お

り
。

〇
対
象
と
な
る
農
業
者

化
学
肥
料
の
２
割
低
減
を

実
現
す
る
た
め
、
土
壌
診
断

や
生
育
診
断
な
ど
に
よ
る
施

肥
設
計
、
堆
肥
・
有
機
質
肥

料
・
緑
肥
作
物
な
ど
の
利
用
、

地
域
特
認
技
術
の
利
用
な

ど
、
１５
の
取
り
組
み
メ
ニ
ュ

ー
の
中
か
ら
２
つ
以
上
を
取

り
組
む
農
業
者
。

取
り
組
み
は
今
年
か
ら
２

年
間
（
２２
、
２３
年
度
）
に
実

施
す
る
。
既
に
実
施
し
て
い

る
同
じ
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
拡
大
・
強
化
も
対
象
と

し
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
。

〇
対
象
と
な
る
肥
料

２２
年
６
月
〜
２３
年
５
月
に

購
入
し
た
肥
料
（
２２
年
秋
肥

と
２３
年
春
肥
と
し
て
使
用
す

る
肥
料
）
。

〇
支
援
金
額

当
年
の
肥
料
費
（
各
農
業

者
ご
と
）
に
対
し
て
前
年
か

ら
の
価
格
上
昇
率
や
使
用
量

低
減
率
に
よ
り
、
増
加
額
を

算
定
し
、
そ
の
７
割
を
補
て

ん
す
る
（
図
）
。
価
格
上
昇

率
は
、
同
省
が
統
計
デ
ー
タ

を
基
に
算
出
す
る
。
肥
料
の

使
用
量
低
減
率
は
、
低
減
に

は
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
考

慮
し
て
１
割
低
減
と
し
、「
０

・
９
」
で
計
算
さ
れ
る
。

同
省
は
８
月
５
日
か
ら
１２

日
に
か
け
て
、
県
や
農
協
等

向
け
の
説
明
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
た
。
支
援
金
の

申
請
は
、
５
戸
以
上
の
農
業

者
グ
ル
ー
プ
で
行
う
。
同
省

は
、
農
協
や
肥
料
販
売
店
な

ど
で
ま
と
め
て
グ
ル
ー
プ
単

位
で
申
請
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。
基
本
的
に
秋
肥

と
春
肥
で
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め

て
申
請
す
る
。
購
入
価
格
が

わ
か
る
注
文
票
の
ほ
か
、
領

収
書
ま
た
は
請
求
書
が
必
要

と
な
る
。申
請
先
は
、事
業
実

施
主
体
で
あ
る
都
道
府
県
協

議
会
。
秋
肥
分
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
２２
年
１０
月
頃
か
ら

申
請
を
受
け
付
け
、
１２
月
頃

か
ら
支
援
金
を
交
付
す
る
。

農
水
省
は
８
月
３１
日
、
２３
年
度
農
林
水
産
関
係
予
算
概
算
要
求
を
決
定
し
、
財
務
省
に

提
出
し
た
。
総
額
は
２２
年
度
当
初
予
算
比
１７
・
７
％
増
の
２
兆
６
８
０
８
億
円
と
な
っ
た
。

内
訳
は
公
共
事
業
費
が
１７
・
６
％
増
の
８
２
１
３
億
円
、
非
公
共
事
業
費
が
１７
・
７
％
増

の
１
兆
８
５
９
５
億
円
。
生
産
基
盤
の
強
化
な
ど
、
「
食
料
安
全
保
障
の
確
立
」
と
「
農

林
水
産
業
の
持
続
可
能
な
成
長
」
を
推
進
す
る
た
め
の
予
算
要
求
と
な
っ
て
い
る
。

開
拓
中
央
三
団
体
の
役
職
員
は

９
月
６
日
、
農
水
省
に
畜
産
局
牛

乳
乳
製
品
課
生
乳
班
の
中
坪
康
史

課
長
補
佐
（
写
真
㊨
）
を
訪
ね
、

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
酪
農
経
営

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

中
坪
課
長
補
佐
と
面
談
し
た
の

は
、
全
国
開
拓
振
興
協
会
の
西
谷

悟
郎
会
長
、
全
日
本
開
拓
者
連
盟

の
山
口
正
雄
中
央
常
任
委
員
、
全

国
開
拓
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の

村
上
進
専
務
ら
５
名
。

西
谷
会
長
（
三
瓶
開
拓
酪
農
農

協
組
合
長
）
、
山
口
委
員
（
ゆ
う

き
青
森
農
協
理
事
）
は
、
組
合
員

の
窮
状
を
訴
え
た
。
配
合
飼
料
・

輸
入
粗
飼
料
を
は
じ
め
生
産
資
材

の
高
騰
、
コ
ス
ト
上
昇
分
が
反
映

さ
れ
な
い
乳
価
、
乳
用
種
雄
ス
モ

ー
ル
価
格
の
大
幅
な
下
落
等
に
よ

り
、
経
営
が
悪
化
し
て
い
る
。
両

農
協
と
も
自
給
飼
料
の
生
産
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
廃
業
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

西
谷
会
長
ら
は
、
酪
農
家
へ
の

支
援
を
強
く
要
望
し
た
。
中
坪
課

長
補
佐
は
、
行
政
と
し
て
で
き
る

こ
と
は
行
い
た
い
と
応
じ
た
。

農
水
省
は
８
月
３１
日
、
２３

年
度
の
税
制
改
正
要
望
事
項

を
決
め
た
。
農
業
経
営
基
盤

強
化
準
備
金
制
度
の
２
年
延

長
（
所
得
税
・
法
人
税
）
、

農
林
漁
業
用
Ａ
重
油
に
対
す

る
石
油
石
炭
税
の
免
税
・
還

付
措
置
の
３
年
延
長
、
肉
用

牛
の
売
却
に
よ
る
農
業
所
得

の
課
税
特
例
措
置
の
３
年
延

長
（
所
得
税
・
法
人
税
、
個

人
住
民
税
）
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ（
２
面
に
主
要
事
項
）。

同
省
は
同
日
、
２３
年
度
の

組
織
・
定
員
要
求
事
項
も
決

め
た
。
食
料
安
全
保
障
の
強

化
に
向
け
、
肥
料
の
安
定
供

給
体
制
の
構
築
、
堆
肥
等
の

国
内
資
源
の
有
効
活
用
を
推

進
す
る
た
め
、農
産
局
に「
肥

料
安
定
供
給
確
保
調
整
官
」

（
仮
称
）
、
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
５
兆
円
目
標
の

達
成
に
向
け
、
海
外
の
支
援

体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、

輸
出
・
国
際
局
に
「
海
外
連

携
推
進
室
」
（
同
）
を
そ
れ

ぞ
れ
設
置
す
る
。

ま
た
、
環
境
負
荷
軽
減
に

向
け
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
を
着
実
か
つ

強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
現

場
を
支
援
す
る
地
方
組
織
の

体
制
を
強
化
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
ア
フ
リ
カ
豚

熱
な
ど
の
家
畜
伝
染
病
や
病

害
虫
に
対
す
る
国
内
防
疫
及

び
水
際
検
疫
の
適
切
な
実
施

に
向
け
た
体
制
を
強
化
す

る
。

２０２３年度農林水産関係予算概算要求
（億円）

前年度比

１１７．７％
１１７．６％
１１８．２％
１００．０％
１１７．７％

２３年度
要求・要望額

２６，８０８
８，２１３
８，０１３
２００

１８，５９５

２２年度
予算額
２２，７７７
６，９８１
６，７８２
２００

１５，７９６

区分

農林水産予算総額
公共事業費
一般公共事業費
災害復旧等事業費
非公共事業費

概算要求の主要事業・予算額 （億円）

２０１（１７４）
３４６０（３０５０）
３３４（１８４）

２２３４（２２３４）
３２（１８）
４２（３１）
８０（３５）

３９（１４）
１０４（５１）
２２４（２０７）

３９３３（３３２２）
１２７（１０１）

※（ ）内は２２年度当初予算額

持続的生産強化対策事業
水田活用直接支払交付金
収入保険制度の実施
畜産・酪農経営安定対策（所要額）
加工原料乳生産者経営安定対策事業
マーケットインによる海外での販売力の強化
みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業

スマート農業の総合推進対策
農地中間管理機構を活用した農地の集約化の推進
新規就農者の育成・確保に向けた総合的な支援
農業農村整備事業〈公共〉
鳥獣被害防止対策とジビエ利活用の推進

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

農
水
予
算
１７
・
７
％
増
の
２
兆
６８０８
億
円

２３
年
度
概
算
要
求
、生
産
基
盤
強
化
へ

肉用牛特例盛り込む
農水省２３年度税制改正要望

組織・定員要求も

肥 料 価 格
高騰対策事業

コ
ス
ト
上
昇
分
の
７
割
補
て
ん

使
用
量
低
減
の
取
り
組
み
が
要
件

・「食料・農業 知っておきたい話」－１１３（２面）
・食料自給率 生産努力目標の達成状況 （３面）
・トラクターなどシートベルト装着で被害防止

（４面）
・石川さん（愛知）トークライブで発表 （５面）
・分娩後５６日以内死廃防止が重要 （６面）
・子牛の体調変化をモニタリング （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

酪農家の窮状訴える
西谷会長ら、農水省訪問
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

農
水
省
が
決
定
し
た
２３
年

度
農
林
水
産
関
係
予
算
概
算

要
求
の
う
ち
、
畜
産
・
酪
農

関
係
の
主
な
事
業
と
要
求
額

は
次
の
と
お
り
。
要
求
額
の

（

）
内
は
、
２２
年
度
当
初

予
算
額
。

﹇
畜
産
・
酪
農
の
生
産
基

盤
の
強
化
﹈

①
畜
産
生
産
体
制
の
強
化

１５
億
円
の
内
数
（
９
億
円

の
内
数
）

家
畜
の
増
頭
を
支
え
る
改

良
・
増
殖
、
肉
用
牛
の
早
期

出
荷
の
推
進
、
繁
殖
肥
育
一

貫
経
営
の
育
成
等
に
よ
る
繁

殖
基
盤
の
強
化
、
和
牛
の
信

頼
確
保
の
た
め
の
遺
伝
子
型

の
検
査
等
を
支
援
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
た
畜
産
経
営

体
の
生
産
性
の
向
上

１０
億

円
（
１０
億
円
）

酪
農
家
や
肉
用
牛
農
家
の

省
力
化
に
資
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
、

Ⅰ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
等
の
先
端
技
術
の

導
入
、
畜
産
関
係
団
体
や
Ｉ

Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
（
販
売
会
社
）

等
が
連
携
し
、
生
産
関
連
情

報
を
集
約
し
、
活
用
す
る
体

制
を
整
備
す
る
取
り
組
み
等

を
支
援
。

③
畜
産
・
酪
農
に
お
け
る

環
境
負
荷
低
減
等
の
取
り
組

み
の
推
進

環
境
負
荷
軽
減
型
持
続
的

生
産
支
援
事
業
７１
億
円
（
７０

億
円
）
、
農
山
漁
村
地
域
整

備
交
付
金
９
１
３
億
円
の
内

数（
７
８
４
億
円
の
内
数
）、

畜
産
高
品
質
堆
肥
生
産
流
通

促
進
支
援
事
業
１
億
円

（―

）
、
畜
産
Ｇ
Ａ
Ｐ
拡
大

推
進
加
速
化
事
業
１
億
円

（
１
億
円
）

酪
農
家
や
肉
用
牛
農
家
が

行
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

等
の
取
り
組
み
や
、
家
畜
排

せ
つ
物
処
理
施
設
の
機
能
の

強
化
、
高
品
質
堆
肥
等
の
広

域
流
通
の
た
め
の
理
解
醸
成

等
を
支
援
。

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

（
動
物
福
祉
）
に
配
慮
し
た

飼
養
管
理
の
普
及
等
、
畜
産

Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管

理
）
を
支
援
。

④
国
産
飼
料
の
生
産
拡
大

・
飼
料
の
安
定
供
給

環
境
負
荷
軽
減
型
持
続
的

生
産
支
援
事
業
７１
億
円
（
７０

億
円
）
、
畜
産
生
産
力
・
生

産
体
制
強
化
対
策
事
業
１５
億

円
の
内
数
（
９
億
円
の
内

数
）
、
公
共
牧
場
機
能
強
化

等
体
制
整
備
事
業
１
億
円

（
１
億
円
）
、
飼
料
穀
物
備

蓄
・
流
通
合
理
化
事
業
１９
億

円
（
１８
億
円
）

水
田
を
活
用
し
た
飼
料
用

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
草
地
改
良

に
よ
る
高
栄
養
価
牧
草
等
の

生
産
拡
大
、
飼
料
生
産
組
織

の
強
化
等
に
よ
る
国
産
飼
料

の
利
用
拡
大
、
公
共
牧
場
で

の
飼
料
の
生
産
・
供
給
、
放

牧
・
未
利
用
資
源
飼
料
の
活

用
促
進
、飼
料
穀
物
の
備
蓄
、

飼
料
輸
送
の
効
率
化
・
国
産

飼
料
の
広
域
流
通
の
実
証
等

の
取
り
組
み
を
支
援
。

⑤
草
地
関
連
基
盤
整
備

〈
公
共
〉

３
９
３
３
億
円

の
内
数
（
３
３
２
２
億
円
の

内
数
）

畜
産
経
営
規
模
の
拡
大
や

畜
産
主
産
地
の
形
成
に
資
す

る
飼
料
生
産
の
基
盤
整
備
等

を
推
進
。

⑥
家
畜
・
食
肉
の
流
通
体

制
の
強
化

３２
億
円
（
２９
億

円
）コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
畜
産

農
家
・
食
肉
処
理
施
設
・
食

肉
流
通
事
業
者
の
３
者
で
組

織
す
る
事
業
共
同
体
）
が
取

り
組
む
食
肉
流
通
構
造
の
高

度
化
等
に
必
要
な
施
設
や
需

要
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の

精
肉
加
工
施
設
の
整
備
、
ス

ラ
イ
ス
肉
等
の
新
た
な
輸
出

製
品
の
調
査
等
を
支
援
。

⑦
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策

（
所
要
額
）
２
２
３

４
億
円（
２
２
３
４
億
円
）、

加
工
原
料
乳
生
産
者
経
営
安

定
対
策
事
業

３２
億
円
（
１８

億
円
）

畜
種
ご
と
の
特
性
に
応
じ

て
、
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定

交
付
金
（
牛
マ
ル
キ
ン
）
、

肉
豚
経
営
安
定
交
付
金
（
豚

マ
ル
キ
ン
）
、
加
工
原
料
乳

生
産
者
補
給
金
、
加
工
原
料

乳
生
産
者
経
営
安
定
対
策
事

業
（
ナ
ラ
シ
事
業
）
等
に
よ

り
、
畜
産
・
酪
農
経
営
の
安

定
を
支
援
。

﹇
食
の
安
全
と
消
費
者
の

信
頼
確
保
﹈

①
家
畜
衛
生
等
総
合
対
策

７０
億
円
（
６５
億
円
）

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基

づ
き
、
殺
処
分
を
し
た
家
畜

等
に
対
す
る
手
当
金
や
、
都

道
府
県
の
防
疫
措
置
等
に
対

す
る
負
担
金
を
交
付
す
る
ほ

か
、
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の

侵
入
防
止
の
た
め
の
水
際
で

の
防
疫
措
置
、
豚
熱
経
口
ワ

ク
チ
ン
の
国
産
化
、
産
業
動

物
獣
医
師
の
確
保
、
情
報
通

信
機
器
を
活
用
し
た
遠
隔
診

療
の
推
進
等
を
支
援
。

②
消
費
・
安
全
対
策
交
付

金

３６
億
円
（
２０
億
円
）

豚
熱
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
発
生
予
防
等
の
た

め
、
飼
養
衛
生
管
理
や
野
生

動
物
対
策
の
強
化
、
重
要
病

害
虫
の
侵
入
防
止
・
ま
ん
延

防
止
等
を
支
援
す
る
ほ
か
、

農
畜
水
産
物
や
加
工
食
品
中

の
有
害
化
学
物
質
・
微
生
物

の
調
査
等
を
支
援
。

▽
世
界
的
な
物
流
停
止
に
よ
る
餓

死
者
が
日
本
に
集
中
す
る

米
国
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
ら
の
核

戦
争
に
関
す
る
衝
撃
的
な
研
究
成

果
を
朝
日
新
聞
が
報
じ
た
。
１５
㌔

㌧
の
核
兵
器
１
０
０
発
が
使
用
さ

れ
、
５
０
０
万
㌧
の
粉
じ
ん
が
発

生
す
る
核
戦
争
が
勃
発
し
た
場

合
、
直
接
的
な
被
爆
に
よ
る
死
者

は
２
７
０
０
万
人
だ
が
、
「
核
の

冬
」
に
よ
る
食
料
生
産
の
減
少
と

物
流
停
止
に
よ
る
２
年
後
の
餓
死

者
は
、
食
料
自
給
率
の
低
い
日
本

に
集
中
し
、
世
界
全
体
で
２
・
５５

億
人
の
餓
死
者
の
約
３
割
の
７
２

０
０
万
人
が
日
本
の
餓
死
者
（
日

本
人
口
の
６
割
）
と
推
定
し
た
。

実
際
、
３８
％
と
い
う
自
給
率
に

種
と
肥
料
の
海
外
依
存
度
を
考
慮

し
た
ら
日
本
の
自
給
率
は
今
で
も

数
％
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
核
被
爆
で
な
く
、
物

流
停
止
が
日
本
を
直
撃
し
、
餓
死

者
が
世
界
の
３
割
に
も
及
び
、
１

０
０
㌔
㌧
の
核
兵
器
４
４
０
０
発

が
使
用
さ
れ
、
１
億
５
千
万
㌧
の

粉
じ
ん
が
発
生
す
る
米
露
の
核
戦

争
の
場
合
、
日
本
人
は
全
て
餓
死

す
る
と
い
う
数
値
は
大
袈
裟
で
は

な
い
。
筆
者
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

き
た
意
味
が
如
実
に
試
算
さ
れ
て

い
る
。

▽
食
料
自
給
に
危
機
感

強
め
る
中
国

米
中
対
立
が
深
ま
る
中
、
中
国

が
今
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
食
料

自
給
で
、
カ
ギ
を
握
る
の
は
種
だ

と
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
が
報
じ
た
。

中
国
の
食
料
自
給
率
は
９３
・
６

％
（
２
０
０
０
年
）
か
ら
６５
・
８

％
（
２０
年
）
ま
で
低
下
し
、
特
に

大
豆
の
自
給
率
は
１７
％
。
か
つ
、

野
菜
の
種
は
９０
％
以
上
輸
入
し
て

い
る
。

米
国
な
ど
が
種
や
食
料
の
輸
出

を
止
め
て
し
ま
っ
た
ら
…
と
の
懸

念
は
現
実
の
も
の
と
し
て
中
国
で

は
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

習
近
平
国
家
主
席
は
、
「
種
は

我
が
国
の
食
料
安
全
保
障
の
カ
ギ

だ
。
自
分
の
手
で
種
を
握
っ
て
こ

そ
、
中
国
の
食
料
事
情
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
中
国
の
国
家
戦
略
は
「
す

べ
て
を
国
内
で
完
結
さ
せ
、
国
際

情
勢
に
左
右
さ
れ
な
い
国
づ
く
り

を
目
指
す
」
こ
と
だ
と
報
じ
た
。

▽
追
い
打
ち
か
け
る
副
産
物
収
入

の
激
減

一
方
、
我
が
国
の
農
村
現
場
の

疲
弊
は
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い

る
。
酪
農
に
関
し
て
は
、
畜
産
大

手
の
倒
産
（
未
確
認
）
も
あ
り
、

乳
雄
子
牛
の
価
格
が
昨
年
の
５
万

円
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
１
０

０
円
ま
で
暴
落
、
売
れ
な
い
子
牛

は
薬
殺
と
の
情
報
も
入
っ
て
き

た
。
副
産
物
収
入
も
激
減
し
て
酪

農
家
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い

る
。酪

農
家
さ
ん
か
ら
の
メ
ー
ル

（
９
月
３
日
）
は
、
「
今
日
も
値

の
つ
か
な
い
子
牛
は
薬
殺
で
す
。

（
乳
雄
肥
育
経
営
が
）
エ
サ
が
高

く
て
支
払
え
ず
買
い
控
え
が
起
き

て
い
る
た
め
で
す
が
、
支
援
が
遅

す
ぎ
る
。
牛
乳
は
廃
棄
さ
せ
な
い

と
い
い
な
が
ら
、
動
物
虐
殺
を
導

い
た
こ
の
現
実
を
見
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
て
い
る
。

政
府
は
こ
こ
で
動
か
ず
し
て
ど

う
す
る
の
か
。

▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
が
酪
農
の
窮

状
を
訴
え
た

９
月
９
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
は
よ

う
日
本
」
は
酪
農
家
の
窮
状
を
訴

え
た
。
筆
者
も
、
ス
タ
ジ
オ
解
説

で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
（
エ
リ
ザ

ベ
ス
女
王
の
逝
去
で
実
際
は
割
愛

し
た
箇
所
が
あ
る
）
。

私
の
元
に
も
各
地
の
酪
農
家
か

ら
「
限
界
が
近
い
」
「
年
を
越
せ

る
か
ど
う
か
」
と
い
っ
た
悲
痛
な

声
が
届
い
て
い
る
。
国
が
政
策
で

誘
導
し
て
増
産
を
呼
び
か
け
て
多

く
の
酪
農
家
が
そ
れ
に
応
え
よ
う

と
し
て
き
た
。
そ
の
矢
先
に
、
コ

ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

紛
争
が
襲
い
、
一
転
し
て
、
牛
乳

搾
る
な
、
乳
製
品
在
庫
が
増
え
た

か
ら
乳
価
は
上
げ
ら
れ
な
い
と
言

わ
れ
、
生
産
コ
ス
ト
高
騰
の
し
わ

寄
せ
が
酪
農
家
に
重
く
の
し
か
か

っ
て
い
る
。
１１
月
か
ら
酪
農
家
の

手
取
り
乳
価
は
関
東
な
ど
で
１０

円
、
加
工
向
け
が
８
割
を
占
め
る

北
海
道
で
は
２
円
程
度
上
が
る

が
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
国
内
の
酪

農
家
が
バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
て
い
き

か
ね
な
い
。
し
か
し
、
乳
価
を
上

げ
れ
ば
消
費
者
の
負
担
も
増
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
消
費
者
も
自

分
た
ち
の
牛
乳
を
守
る
と
考
え
、

受
け
入
れ
て
も
ら
い
た
い
が
、
消

費
者
の
負
担
に
も
限
界
が
あ
る
。

今
こ
そ
、
政
策
の
出
番
だ
。
国

の
財
政
出
動
で
酪
農
家
に
補
て
ん

す
れ
ば
、
消
費
者
に
負
担
を
か
け

ず
に
酪
農
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
。
酪
農
家
さ
ん
に
は
踏
ん
張
っ

て
も
ら
い
た
い
。

▽
早
急
に
法
整
備
し
て
数
兆
円
規

模
の
財
政
出
動
を

だ
か
ら
、
今
こ
そ
、
全
力
で
国

内
生
産
振
興
の
は
ず
な
の
に
、
コ

メ
を
つ
く
る
な
、
転
作
作
物
の
補

助
金
も
カ
ッ
ト
す
る
、
牛
乳
搾
る

な
、
エ
サ
も
肥
料
も
２
倍
に
な
っ

て
赤
字
が
膨
ら
ん
で
も
需
給
が
緩

ん
で
い
る
か
ら
農
産
物
価
格
は
上

げ
ら
れ
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
こ

と
の
異
常
さ
が
際
立
つ
。

し
か
し
、
つ
い
に
政
策
も
動
い

た
。
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
飲

用
・
加
工
向
け
含
め
た
全
生
乳
１

㌔
当
た
り
に
対
す
る
政
府
か
ら
の

補
て
ん
を
、
牛
１
頭
当
た
り
へ
の

支
払
い
に
換
算
し
て
支
給
す
る
と

い
う
緊
急
補
て
ん
が
発
動
さ
れ
る

見
込
み
と
な
っ
た
。
一
歩
進
ん
だ

こ
と
は
評
価
し
た
い
。
し
か
し
、

断
片
的
対
策
で
は
間
に
合
わ
な
い

し
、
そ
の
場
か
ぎ
り
の
緊
急
措
置

で
な
く
、
恒
久
的
に
、
発
動
基
準

を
明
確
に
し
た
補
て
ん
の
枠
組
み

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

世
界
一
飢
餓
に
脆
弱
な
国
で
あ

る
現
実
を
直
視
し
、
超
党
派
の
議

員
立
法
と
し
て
提
案
さ
れ
る
予
定

の
「
地
域
の
タ
ネ
か
ら
つ
く
る
循

環
型
食
料
自
給
（
ロ
ー
カ
ル
フ
ー

ド
）
法
」
に
加
え
て
、
生
産
者
、

消
費
者
、
関
連
産
業
な
ど
国
民
の

役
割
と
政
府
の
役
割
を
明
記
し
た

「
食
料
安
全
保
障
推
進
法
」を
早
急

に
制
定
し
、
発
動
基
準
を
明
確
に

し
た
数
兆
円
規
模
の
予
算
措
置
を

導
入
す
べ
き
と
き
で
は
な
い
か
。

第113回

２３
年
度
農
水
省

税
制
改
正
要
望

農
水
省
が
決
定
し
た
２３
年

度
税
制
改
正
要
望
の
う
ち
、

「
農
業
経
営
の
安
定
化
・
農

業
構
造
改
革
の
推
進
」
の
主

要
事
項
は
次
の
と
お
り
。

①
農
業
経
営
基
盤
強
化
準

備
金
制
度
（
交
付
金
を
準
備

金
と
し
て
積
み
立
て
た
場
合

及
び
同
準
備
金
・
交
付
金
を

活
用
し
て
農
用
地
等
を
取
得

し
た
場
合
の
経
費
算
入
）
の

２
年
延
長
（
所
得
税
・
法
人

税
）②

農
業
競
争
力
強
化
支
援

法
に
基
づ
く
事
業
再
編
計
画

の
認
定
を
受
け
た
場
合
の
事

業
再
編
促
進
機
械
等
の
割
増

償
却
（
機
械
・
装
置
４０
％
、

建
物
等
４５
％
）
の
２
年
延
長

（
所
得
税
・
法
人
税
）

③
農
林
漁
業
用
Ａ
重
油
に

対
す
る
石
油
石
炭
税
（
地
球

温
暖
化
対
策
の
た
め
の
課
税

の
特
例
に
よ
る
上
乗
せ
分
を

含
む
）
の
免
税
・
還
付
措
置

の
３
年
延
長（
石
油
石
炭
税
）

④
農
林
漁
業
用
軽
油
に
対

す
る
石
油
石
炭
税
（
同
）
の

還
付
措
置
の
３
年
延
長
（
石

油
石
炭
税
）

⑤
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る

農
業
所
得
の
課
税
特
例
措
置

の
３
年
延
長
（
所
得
税
・
法

人
税
、
個
人
住
民
税
）

２３
年
度
農
水
予
算
概
算
要
求
の
概
要（
畜
産
・
酪

農
関
係

）

物流停止で際立つ日本人の命の脆弱性
疲弊強まる酪農に財政出動を

東京大学教授鈴木宣弘氏
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農
水
省
は
、
３０（
令
和
１２
）

年
度
の
食
料
自
給
率
目
標
の

前
提
と
し
て
設
定
し
た
主
要

１５
品
目
の「
生
産
努
力
目
標
」

に
つ
い
て
、
２１
年
度
の
達
成

状
況
を
ま
と
め
た
。
生
産
努

力
目
標
を
達
成
し
た
の
は
、

米
、
小
麦
、
テ
ン
サ
イ
及
び

豚
肉
の
４
品
目
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
（
表
）
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
（
２０
年
３
月
策
定
）
で

は
、
食
料
自
給
率
の
目
標
達

成
に
向
け
て
、
３０
年
度
に
お

け
る
食
料
消
費
の
見
通
し
及

び
生
産
努
力
目
標
（
以
下
、

目
標
）
、
克
服
す
べ
き
課
題

を
品
目
ご
と
に
示
し
て
い

る
。
長
期
的
に
需
要
が
減
少

し
て
い
る
米
以
外
の
品
目

は
、
増
産
を
図
る
。

自
給
率
が
低
い
麦
類
や
大

豆
は
、
国
内
産
の
需
要
拡
大

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
小
麦

の
２１
年
度
の
生
産
量
は
、
作

付
面
積
及
び
単
収
が
と
も
に

増
加
し
、
前
年
度
比
１５
万
㌧

増
の
１
１
０
万
㌧
と
な
っ

た
。
目
標
（
１
０
８
万
㌧
）

に
対
し
、
前
年
度
の
８８
・
０

％
か
ら
１
０
１
・
９
％
へ
と

上
昇
し
た
。

大
豆
も
作
付
面
積
及
び
単

収
が
と
も
に
増
加
し
た
。
生

産
量
は
前
年
度
比
３
万
㌧
増

の
２５
万
㌧
。
目
標
は
、
国
内

産
の
需
要
拡
大
等
を
見
込

み
、
３４
万
㌧
に
設
定
し
て
い

る
。
目
標
比
７３
・
５
％
に
と

ど
ま
り
、
１５
品
目
中
、
最
も

達
成
率
が
低
い
。

サ
ツ
マ
イ
モ（
か
ん
し
ょ
）

は
、
同
２
万
㌧
減
の
６７
万
㌧

で
目
標
比
７７
・
９
％
。
作
付

面
積
の
減
少
に
加
え
、
前
年

度
に
引
き
続
き
、
主
に
鹿
児

島
県
に
お
け
る
サ
ツ
マ
イ
モ

基
腐
病
の
影
響
に
よ
り
、
単

収
が
減
少
し
た
。

野
菜
は
同
４３
万
㌧
減
の
１

１
０
１
万
㌧
で
目
標
比
８４
・

６
％
、
果
実
は
７
万
㌧
減
の

２
６
０
万
㌧
で
同
８４
・
４
％

だ
っ
た
。
生
産
者
の
高
齢
化

に
伴
う
作
付
面
積
の
減
少
等

に
よ
り
、
と
も
に
生
産
量
が

減
少
し
て
い
る
。

米
（
米
粉
用
米
、
飼
料
用

米
を
除
く
）
は
、
主
食
用
米

の
作
付
け
転
換
（
転
作
）
に

よ
り
、
前
年
度
か
ら
２１
万
㌧

減
の
７
５
２
万
㌧
と
な
り
、

目
標
比
１
０
４
・
０
％
。
主

に
北
海
道
で
生
産
さ
れ
て
い

る
テ
ン
サ
イ（
て
ん
菜
）は
、

作
付
面
積
及
び
単
収
が
と
も

に
増
加
し
、
目
標
比
１
１
０

・
３
％
と
な
っ
た
。

畜
産
物
で
は
、
生
乳
、
豚

肉
、
鶏
肉
の
生
産
量
が
前
年

度
を
上
回
り
、
そ
れ
ぞ
れ
目

標
比
９８
・
１
％
、
１
０
０
・

８
％
、
９８
・
８
％
と
な
っ
た
。

牛
肉
の
基
準
年
度
（
１８
年

度
）の
生
産
量
は
４８
万
㌧（
枝

肉
換
算
）
だ
が
、
輸
出
促
進

に
よ
る
需
要
拡
大
な
ど
を
見

込
み
、
目
標
を
５７
万
㌧
に
設

定
し
て
い
る
。
２１
年
度
の
生

産
量
は
前
年
度
に
引
き
続
き

４８
万
㌧
に
と
ど
ま
り
、
目
標

比
８４
・
２
％
と
隔
た
り
が
あ

る
。

農
水
省
が
８
月
５
日
に
公
表

し
た
２１
年
度
食
料
需
給
表
（
概

算
値
）
に
よ
る
と
、
肉
類
（
牛

・
豚
・
鶏
肉
、
そ
の
他
の
肉
）

の
重
量
ベ
ー
ス
の
自
給
率
（
国

内
生
産
量
／
国
内
消
費
仕
向
量

×
１
０
０
）
は
前
年
度
と
同
じ

５３
％
だ
っ
た
。
牛
肉
は
、
自
給

率
は
上
昇
し
た
も
の
の
、
国
民

１
人
・
１
年
当
た
り
供
給
純
食

料
（
消
費
に
直
接
利
用
可
能
な

形
態
の
数
量
）
は
減
少
し
て
い

る
。肉

類
の
国
内
生
産
量
は
３
４

８
万
４
千
㌧
（
前
年
度
比
１
・

０
％
増
）
、
輸
入
量
は
３
１
３

万
８
千
㌧
（
３
・
３
％
増
）
。

国
内
生
産
量
と
輸
入
量
の
合
計

か
ら
輸
出
量
を
差
し
引
き
、
在

庫
の
増
減
量
を
考
慮
し
て
算
出

し
た
「
国
内
消
費
仕
向
量
」
は

６
５
９
万
４
千
㌧
（
１
・
０
％

増
）
。
こ
の
結
果
、
肉
類
の
自

給
率
は
５３
％
と
な
っ
た
。

品
目
別
に
み
る
と
、
牛
肉
は

国
内
生
産
量
４８
万
㌧
（
０
・
２

％
増
）
、
国
内
消
費
仕
向
量
１

２
６
万
７
千
㌧
（
４
・
７
％

減
）
、
豚
肉
は
同
１
３
１
万
８

千
㌧
（
０
・
６
％
増
）
、
同
２

６
７
万
５
千
㌧
（
１
・
４
％

増
）
、
鶏
肉
は
同
１
６
７
万
８

千
㌧
（
１
・
５
％
増
）
、
同
２

６
０
万
１
千
㌧（
３
・
５
％
増
）

だ
っ
た
。
牛
肉
の
輸
入
量
は
８１

万
３
千
㌧
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
外
食
需

要
の
減
少
等
か
ら
、
前
年
度
に

比
べ
３
・
８
％
減
っ
た
。

肉
類
の
国
民
１
人
・
１
年
当

た
り
供
給
純
食
料
は
、
３４
・
０

㌔
（
１
・
６
％
増
）
と
増
え
た

（
表
）
。
う
ち
牛
肉
は
６
・
２

㌔
（
４
・
１
％
減
）
、
豚
肉
は

１３
・
２
㌔
（
１
・
９
％
増
）
、

鶏
肉
は
１４
・
４
㌔
（
４
・
０
％

増
）
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
肉
類
の
自
給
率
は
低

下
傾
向
で
、
１８
年
度
に
は
５１
％

と
な
っ
た
が
、
１９
年
度
に
上
昇

に
転
じ
た
。品
目
別
に
み
る
と
、

牛
肉
は
３８
％
（
前
年
度
比
２
㌽

上
昇
）
、
豚
肉
は
４９
％
（
１
㌽

低
下
）
、
鶏
肉
は
６５
％
（
１
㌽

低
下
）
。
こ
の
ほ
か
の
自
給
率

は
、
鶏
卵
は
前
年
度
と
同
じ
９７

％
、
牛
乳
・
乳
製
品
は
２
㌽
増

の
６３
％
と
な
っ
た
。
牛
乳
・
乳

製
品
の
国
内
生
産
量
は
７
６
４

万
６
千
㌧
で
、
前
年
度
に
比
べ

２
・
９
％
増
え
た
。

な
お
、
飼
料
自
給
率
を
考
慮

し
て
算
出
す
る
と
、
自
給
率
は

次
の
と
お
り
と
な
る
。

▽
肉
類
８
％
（
１
㌽
上
昇
）

牛
肉
１０
％
（
２
㌽
上
昇
）

豚
肉
６
％
（
同
率
）

鶏
肉
８
％
（
同
率
）

▽
鶏
卵
１３
％
（
２
㌽
上
昇
）

▽
牛
乳
・
乳
製
品
２７
％
（
１
㌽

上
昇
）

飼
料
自
給
率
｛
Ｔ
Ｄ
Ｎ
（
可

消
化
養
分
総
量
）
換
算
で
算

出
｝
は
前
年
度
と
同
じ
２５
％
。

う
ち
粗
飼
料
自
給
率
は
前
年
度

と
同
じ
７６
％
、
濃
厚
飼
料
自
給

率
は
１
㌽
上
昇
の
１３
％
で
、
近

年
、
と
も
に
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
る
。
全
体
の
食
料
自
給
率

の
向
上
に
は
、
飼
料
自
給
率
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

岡
山
県
で
は
、
１
９
４
５

（
昭
和
２０
）
年
か
ら
５７
年
に

か
け
て
、
５５
の
開
拓
農
協
が

設
立
さ
れ
た
（
「
岡
山
県
戦

後
開
拓
史
」
７８
年
発
行
）
。

県
北
西
部
に
位
置
す
る
新

見
市
は
鳥
取
、
広
島
両
県
に

接
し
、
面
積
の
多
く
を
山
林

が
占
め
て
い
る
。
人
口
は
約

２
万
７
千
人
。
農
業
は
ブ
ド

ウ
や
ク
リ
な
ど
が
栽
培
さ
れ

て
い
る
。
北
部
の
中
国
山
地

し
ん
ご
う

あ

て
つ

に
あ
る
神
郷
（
旧
・
阿
哲
郡

神
郷
町
）
の
野
原
地
区
は
戦

後
開
拓
地
で
あ
る
。

４５
年
１０
月
か
ら
、
満
州
開

拓
の
引
揚
者
、
復
員
者
等
２３

戸
が
入
植
し
た
。
標
高
５
１

０
〜
７
７
０
㍍
で
、
雑
木
が

繁
茂
し
て
い
た
。
冬
は
積
雪

量
が
多
く
、
北
風
が
強
か
っ

た
。４８

年
、
自
興
開
拓
農
業
協

同
組
合（
以
下「
開
拓
農
協
」）

を
設
立
。
土
地
は
強
酸
性
の

痩
せ
地
で
、
霜
害
も
あ
り
、

農
業
に
は
条
件
が
悪
か
っ

た
。
入
植
者
は
開
墾
の
か
た

わ
ら
、山
仕
事
、

日
雇
い
に
出
て

現
金
収
入
を
得

た
。
開
墾
が
進

み
、
作
付
け
し

て
も
収
穫
が
な

く
、
離
農
者
が

続
出
し
た
。

土
壌
を
改
良
し
て
種
々
の

作
物
を
栽
培
し
た
が
、
収
穫

量
は
少
な
か
っ
た
。
５９
年
に

酪
農
、
６５
年
に
は
造
林
用
苗

木
や
美
濃
早
生
ダ
イ
コ
ン
の

栽
培
を
取
り
入
れ
、
営
農
が

安
定
し
て
き
た
。

開
拓
行
政
の
一
般
行
政
移

行
に
伴
い
、
開
拓
農
協
は
７１

年
に
解
散
し
、
新
た
に
野
原

部
落
を
結
成
し
た
。
残
っ
た

の
は
１５
戸
だ
っ
た
が
、
経
営

規
模
は
大
き
か
っ
た
。

開
拓
地
の
台
地
に
、
松
並

木
と
大
き
な
石
碑
が
あ
る
。

松
並
木
は
、県
が
７８
年
に「
郷

土
記
念
物
」
に
指
定
。
自
然

に
生
え
て
い
た
ア
カ
マ
ツ

を
、
入
植
者
が
防
風
林
と
し

て
残
し
、
手
入
れ
し
て
き
た

も
の
で
、
開
拓
の
象
徴
と
な

っ
て
い
る
。

石
碑
は
、
開
拓
農
協
の
解

散
を
機
に
開
拓
の
成
功
を
記

念
し
て
７２
年
に
建
立
さ
れ
た

も
の
で
、
碑
銘
は
「
野
原
開

拓
之
碑
」
。
裏
面
に
は
、
碑

文
と
入
植
者
の
氏
名
が
刻
ま

れ
て
い
る
。

碑
文
に
は
「
不
毛
ノ
原
野

ニ
入
植
シ
苦
節
二
十
五
年
粒

々
辛
苦
ノ
末
コ
コ
ニ
当
初
ノ

目
的
デ
ア
ッ
タ
自
立
農
家
ノ

達
成
ヲ
見
ル
ニ
至
ッ
タ
」
、

「
自
興
開
拓
農
業
協
同
組
合

ハ
ソ
ノ
任
ヲ
終
エ
タ
ノ
デ
コ

レ
ヲ
解
散
シ
一
般
行
政
ノ
下

ニ
移
行
ス
ル

今
コ
ノ
偉
業

ヲ
永
ク
記
念
ス
ル
タ
メ
同
士

相
計
リ
開
拓
碑
ヲ
建
立
ス

ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
８
月
２３
日
、
８
月

３
日
か
ら
の
大
雨
等
に
よ
る

災
害
に
つ
い
て
、
激
甚
災
害

に
指
定
す
る
見
込
み
と
な
っ

た
と
発
表
し
た
。
農
地
・
農

業
用
施
設
及
び
林
道
の
災
害

復
旧
事
業
等
は
、
通
常
の
国

庫
補
助
率
を
嵩
上
げ
す
る
。

農
水
省
は
同
日
、
被
災
自

治
体
等
の
災
害
査
定
に
要
す

る
期
間
等
を
大
幅
に
短
縮
す

る
「
大
規
模
災
害
時
の
災
害

査
定
の
効
率
化
」
を
適
用
す

る
と
発
表
し
た
。
災
害
の
査

定
期
間
の
短
縮
や
査
定
資
料

の
簡
素
化
な
ど
に
よ
り
、
早

期
復
旧
を
支
援
す
る
。

同
省
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
全
国
の
農
林
水
産
関
係

の
被
害
は
、
東
北
や
北
陸
を

中
心
に
３４
道
府
県
か
ら
報
告

が
あ
り
、
被
害
額
は
８
２
０

億
６
千
万
円
と
な
っ
て
い
る

（
９
月
８
日
時
点
）
。

農
地
・
農
業
用
施
設
関
係

の
被
害
が
大
き
い
。
農
地
の

損
壊
は
２９
道
府
県
の
７
６
０

１
ヵ
所
で
被
害
額
１
６
１
億

３
千
万
円
、
農
業
用
施
設
等

の
被
害
は
３１
道
府
県
の
６
９

９
４
ヵ
所
で
同
３
０
６
億
円

に
上
っ
た
。

開
拓
組
織
の
動
き

９
月
後
半
か
ら
１１
月
上
旬

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、開
拓
組
織
・
関
係
団
体
の

主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
。

９
月

１６
日

薩
州
開
拓
農
協
通
常

総
会

１０
月

３
日

全
開
連
役
員
候
補
者

推
薦
会
議
・
理
事
会
・

監
事
会

４
日

全
開
連
事
業
概
況
説

明
会
（
東
京
）

６
日

同
説
明
会
（
熊
本
）

１１
日

乳
肥
農
協
枝
肉
共
進

会
（
宮
崎
）

２７
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

全
開
連
理
事
会

２８
日

全
開
連
第
７４
回
通
常

総
会
・
理
事
会
・
監
事
会

全
国
肉
用
牛
枝
肉
共

励
会（
東
京
食
肉
市
場
）

１１
月

４
日

全
開
連
東
日
本
地
区

開
拓
牛
枝
肉
共
進
会

（
同
市
場
）

生産努力目標と生産量の実績値 （万トン）

（％）
①/②

１０４．０

１０１．９

７３．５

７７．９

９１．２

８４．６

８４．４

１１０．３

８８．２

９８．１

８４．２

１００．８

９８．８

９７．７

６４．３
注）米は米粉用米、飼料用米を除く （農水省の資料を基に作成）

３０年度
目標②

７２３

１０８

３４

８６

２３９

１，３０２

３０８

３６８

１５３

７８０

５７

１３１

１７０

２６４

４７４

２１年度
実績①

７５２

１１０

２５

６７

２１８

１，１０１

２６０

４０６

１３５

７６５

４８

１３２

１６８

２５８

３０５

２０年度
実績

７７３

９５

２２

６９

２２１

１，１４４

２６７

３９１

１３４

７４３

４８

１３１

１６６

２６０

３０４

１８年度
基準

７７５

７６

２１

８０

２２６

１，１３１

２８３

３６１

１２０

７２８

４８

１２８

１６０

２６３

３３５

米

小麦

大豆

サツマイモ

バレイショ

野菜

果実

テンサイ

サトウキビ

生乳

牛肉

豚肉

鶏肉

鶏卵

魚介類

国民１人・１年当たり供給純食料及び国内生産量の前年度比較

国内生産量（千トン）

増減率

１．０％

０．２％

０．６％

１．５％

▲０．８％

２．９％

（農水省の資料から抜粋）

増減量

３５

１

８

２５

▲２０

２１２

２１年度

３，４８４

４８０

１，３１８

１，６７８

２，５８２

７，６４６

２０年度

３，４４９

４７９

１，３１０

１，６５３

２，６０２

７，４３４

国民１人・１年当たり
供給純食料（㎏）

増減率

１．６％

▲４．１％

１．９％

４．０％

０．０％

０．０％

増減量

０．５

▲０．３

０．３

０．５

０．０

０．０

２１年度

３４．０

６．２

１３．２

１４．４

１７．２

９４．４

２０年度

３３．５

６．５

１２．９

１３．９

１７．２

９４．４

類別・品目別

肉類

牛肉

豚肉

鶏肉

鶏卵

牛乳・乳製品

食
料
自
給
率
生
産
努
力
目
標
の
達
成
状
況

２１
年
度
大
豆
７
割
・
牛
肉
８
割
程
度

「野原開拓之碑」
岡山県新見市神郷

８
月
大
雨
農
水
被
害
８２０
億
円
超

肉
類
自
給
率
重

量

ベ
ー
ス

前
年
度
と
同
じ
５３
％

２１
年
度
牛
肉
は
３８
％
で
２
㌽
上
昇
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今
年
も
農
繫
期
に
合
わ
せ

て
、
秋
の
農
作
業
安
全
確
認

運
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。
９

月
１
日
〜
１０
月
３１
日
を
重
点

期
間
と
し
て
実
施
。
今
年
の

重
点
推
進
テ
ー
マ
は
「
し
め

よ
う
！
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
」で
、

春
の
運
動
か
ら
引
き
続
き
、

農
業
用
車
両
で
の
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
装
着
を

呼
び
か
け
て
い
く
。

▽
９
月
、
コ
ン
バ

イ
ン
事
故
に
要
注
意

コ
ン
バ
イ
ン
の
事

故
が
例
年
９
月
に
多

く
発
生
し
て
い
る
。

運
転
席
か
ら
の
死
角

が
多
く
、
少
し
の
段

差
で
も
傾
き
や
す
い

た
め
、
後
進
は
ホ
ー

ン
を
鳴
ら
し
て
か
ら

行
う
な
ど
作
業
前
の

ル
ー
ル
確
認
が
必
要
。

ま
た
、
毎
年
チ
ェ
ー
ン
な

ど
に
引
き
込
ま
れ
る
被
害
が

多
発
し
て
い
る
。
短
い
収
穫

時
期
の
上
、
日
暮
れ
も
早
ま

る
た
め
焦
り
が
ち
だ
が
、
ワ

ラ
な
ど
が
詰
ま
っ
た
ら
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
切
る
。
何
よ
り

も
安
全
を
最
優
先
に
し
て
作

業
を
行
う
。

▽
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
必
ず

２０
年
の
農
作
業
事
故
死
亡

者
数
は
２
７
０
人
で
１１
人
減

だ
が
、
１０
万
人
当
た
り
の
事

故
死
亡
者
数
は
１０
・
８
人
で
、

過
去
最
悪
水
準
。
他
産
業
と

の
差
は
よ
り
拡
大
し
て
い

る
。
う
ち
、
農
業
機
械
作
業

に
係
る
事
故
は
依
然
事
故
全

体
の
６８
・
９
％
を
占
め
、
そ

の
中
で
も
特
に
乗
用
型
ト
ラ

ク
タ
ー
は
３
割
に
上
る
。

春
の
運
動
期
間
に
指
導
者

に
よ
る
研
修
が
十
分
に
行
わ

れ
な
か
っ
た
反
省
を
活
か

し
、
会
議
、
集
会
、
講
習
会

な
ど
に
農
作
業
安
全
の
要
素

を
加
え
た
（
＋
（
プ
ラ
ス
）

安
全
）
で
開
催
す
る
ほ
か
、

取
り
組
み
が
少
な
い
地
域
へ

の
推
進
が
行
わ
れ
る
。
こ
の

ほ
か
、
公
道
走
行
時
の
法
令

遵
守
等
を
呼
び
か
け
る
。

▽
刈
払
機
も
注
意

農
水
省
内
で
８
月
２３
日
に

開
か
れ
た
運
動
推
進
会
議
で

は
、
（
一
社
）
日
本
農
業
機

械
化
協
会
な
ど
か
ら
の
具
体

的
な
事
故
の
検
証
情
報
が
提

供
さ
れ
た
。
機
械
化
協
会
か

ら
は
、刈
払
機
を
使
う
時
に
、

草
の
か
ら
み
除
去
は
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
切
っ
て
か
ら
行
う

こ
と
や
、
正
し
い
服
装
と
保

護
メ
ガ
ネ
な
ど
防
護
具
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
な
ど
が
強
調

さ
れ
た
。

手こぎ作業時の注意点

農
水
省
は
７
月
２９
日
、「
２１

年
農
業
物
価
指
数
」
を
公
表

し
た
。
生
産
資
材
価
格
指
数

の
多
く
が
増
加
し
て
お
り
、

生
産
者
に
重
い
負
担
が
の
し

か
か
っ
て
い
る
。

▼
資
材
価
格
高
騰
、
負
担

重
く農

業
生
産
資
材
価
格
指
数

（
１５
年
＝
１
０
０
）
は
１
０

６
・
９
で
、
前
年
に
比
べ
５

・
０
％
上
昇
し
た
。
飼
料
、

光
熱
動
力
等
の
価
格
が
上
昇

し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

（
図
）
。

類
別
に
み
る
と
、
畜
産
用

動
物
は
１
１
２
・
２
で
、
５

・
５
％
上
昇
。
前
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
影
響

に
よ
る
外
食
需
要
な
ど
の
減

少
で
価
格
が
低
下
し
て
い
た

が
、
需
要
が
回
復
し
、
価
格

が
上
昇
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
。肥

料
は
１
０
１
・
２
で
、

２
・
４
％
上
昇
。
複
合
肥
料

で
、
尿
素
な
ど
の
輸
入
原
料

価
格
が
高
騰
し
、
価
格
が
上

昇
し
た
こ
と
が
影
響
し
た
。

飼
料
は
１
１
１
・
６
で
、

１４
・
０
％
上
昇
。
配
合
飼
料

で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の

輸
入
原
料
価
格
の
高
騰
か

ら
、
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と

が
影
響
し
た
。

光
熱
動
力
は
１
１
１
・
２

で
、
１２
・
２
％
上
昇
。
重
油

・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
が
コ
ロ
ナ

に
よ
る
世
界
経
済
の
停
滞
か

ら
回
復
し
た
こ
と
や
、
産
油

国
の
協
調
減
産
に
よ
る
原
油

高
に
よ
り
、
価
格
が
上
昇
し

た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い

る
。建

築
資
材
は
１
１
９
・
８

で
、
１２
・
９
％
上
昇
。
角
材

・
板
材
な
ど
で
、
世
界
的
な

木
材
需
要
の
高
ま
り
な
ど
か

ら
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と
に

よ
る
。

▼
農
産
物
価
格
は
野
菜
な

ど
価
格
低
下
の
影
響
で
低
下

農
産
物
価
格
指
数
は
１
０

７
・
９
で
、
２
・
８
％
低
下
。

畜
産
物
な
ど
の
価
格
は
上
昇

し
た
も
の
の
、
野
菜
、
米
な

ど
の
価
格
が
低
下
し
た
こ
と

が
要
因
。

類
別
に
み
る
と
、
畜
産
物

は
１
０
４
・
２
で
、
前
年
か

ら
２
・
２
％
上
昇
。
交
雑
種

肥
育
牛
が
９
・
５
％
、
乳
用

種
肥
育
用
子
牛

が
９
・
４
％
上

昇
な
ど
、
肉
用

牛
・
子
牛
な
ど

で
、
前
年
の
コ

ロ
ナ
に
よ
る
外

食
需
要
な
ど
の

減
少
に
よ
る
価

格
低
下
か
ら
、

需
要
が
回
復

し
、
価
格
が
上

昇
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
も

の
。野

菜
は
９５
・

０
で
、
３
・
９

％
低
下
。
キ
ュ
ウ
リ
・
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
が
、
前
年
は
天
候

不
順
の
影
響
な
ど
か
ら
出
荷

量
が
減
っ
て
い
た
が
増
加
に

転
じ
、
価
格
が
低
下
し
た
こ

と
な
ど
が
影
響
し
た
。

果
実
は
１
２
８
・
８
で
、

３
・
２
％
低
下
。
リ
ン
ゴ

が
、
１９
年
産
の
台
風
被
害
な

ど
の
影
響
で
出
荷
量
が
減
っ

た
こ
と
に
よ
る
２０
年
１
〜
８

月
の
価
格
の
上
昇
か
ら
、
出

荷
量
が
増
え
て
２１
年
同
期
は

価
格
が
低
下
し
た
こ
と
な
ど

が
影
響
し
て
い
る
。

米
は
１
１
４
・
８
で
、
１０

・
９
％
低
下
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
業
務
用
需
要
が
減
少
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。

農水省の資料から

タ
キ
イ
種
苗
㈱
が
８
月
２４
日

に
公
表
し
た
「
２２
年
度
野
菜
と

家
庭
菜
園
に
関
す
る
調
査
」
の

結
果
に
よ
る
と
、
調
査
開
始
以

来
初
め
て
、大
人
も
子
ど
も
も
、

好
き
な
野
菜
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が

ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。

全
国
の
２０
〜
６０
代
の
男
女
６

０
０
人
か
ら
回
答
を
得
た
。
大

人
の
「
野
菜
が
好
き
か
」
は
、

「
大
好
き
」
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
好
き
」
合
わ
せ
て
９０
・
０

％
が
「
好
き
」
と
回
答
し
た
。

１２
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
人

（
１
９
２
人
）
の
「
子
ど
も
は

野
菜
が
好
き
か
」
は
「
大
好
き
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
き
」

合
わ
せ
て
５８
・
８
％
だ
っ
た
。

大
人
と
子
ど
も
の
人
気
の
野

菜
（
複
数
回
答
）
は
、
図
の
と

お
り
。調
査
開
始
以
来
初
め
て
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
ト
ッ
プ
に
な
っ

た
。
昨
冬
、
北
米
か
ら
の
原
材

料
輸
入
の
遅
れ
が
日
本
に
も
た

ら
し
た
「
ポ
テ
ト
シ
ョ
ッ
ク
」

が
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
求
め
る
気

持
ち
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
人
気

が
高
か
っ
た
理
由
は
、
「
お
い

し
い
」
が
９３
・
８
％
で
最
も
高

く
、
次
い
で
「
使
っ
た
料
理
が

好
き
」「
料
理
が
し
や
す
い
」
が

と
も
に
４３
・
８
％
と
、
味
わ
い

を
評
価
す
る
声
が
多
か
っ
た
。

野
菜
不
足
を
感
じ
て
い
る
人

は
３０
・
３
％
に
上
る
。
「
不
足

し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
人

（
１
８
２
人
、
同
）
」
の
十
分

に
摂
れ
な
い
理
由
は
、
「
野
菜

は
量
を
た
く
さ
ん
食

べ
ら
れ
な
い
」
が
３７
・
９
％
、

「
野
菜
料
理
を
食
べ
る
こ
と
が

少
な
い
」
が
２５
・
８
％
、
「
値

段
が
高
い
」
が
２５
・
３
％
の
順

で
高
い
。

ま
た
、
「
野
菜
の
値
上
が
り

を
実
感
し
て
い
る
」
は
全
体
の

５９
・
８
％
と
、
約
６
割
が
値
上

が
り
を
実
感
し
て
い
る
。

農
水
省
は
８
月
１６
日
、

「
２２
年
産
一
番
茶
の
摘
採

面
積
、
生
葉
収
穫
量
及
び

荒
茶
生
産
量
（
主
産
県
）
」

を
公
表
し
た
。
摘
採
面
積

が
縮
小
し
つ
つ
も
、
荒
茶

生
産
量
は
増
加
し
て
い
る
。

主
産
県
（
５
府
県
）
の
生

葉
収
穫
量
は
前
年
産
に
比
べ

９
９
０
０
㌧
（
９
％
）
増
加

し
、
１１
万
６
千
㌧
だ
っ
た
。

荒
茶
生
産
量
は
１
５
０
０
㌧

（
７
％
）
増
え
、
２
万
２
６

０
０
㌧
。
お
お
む
ね
天
候
に

恵
ま
れ
、
生
育
が
順
調
に
推

移
し
た
こ
と
が
影
響
し
た
。

摘
採
面
積
は
９
０
０
㌶

（
４
％
）
減
の
２
万
４
４
０

０
㌶
。生
産
者
の
高
齢
化
や
、

労
力
不
足
に
よ
る
廃
園
な
ど

が
影
響
し
て
い
る
。

県
別
で
は
、
生
葉
収
穫
量

は
静
岡
が
５
万
２
千
㌧
（
８

％
増
）
で
最
も
多
く
、
次
い

で
鹿
児
島
が
４
万
４
３
０
０

㌧
（
８
％
増
）
、
三
重
が
１

万
２
千
㌧
（
２０
％
増
）
だ
っ

た
。荒
茶
生
産
量
も
同
順
で
、

静
岡
が
１
万
５
０
０
㌧
（
８

％
増
）
、
鹿
児
島
が
８
１
４

０
㌧
（
２
％
増
）
、
三
重
が

２
３
７
０
㌧
（
２０
％
増
）
。

摘
採
面
積
は
、
京
都
の
み

凍
霜
害
の
影
響
が
大
き
か
っ

た
前
年
か
ら
回
復
し
た
た
め

拡
大
し
た
。
生
葉
収
穫
・
荒

茶
生
産
量
は
、
と
も
に
す
べ

て
の
府
県
で
増
え
て
い
る
。

農
水
省
は
８
月
３１
日
、「『
野

菜
の
日
（
８
月
３１
日
）
』
Ｗ
ｅ

ｂ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
た
。
若
年
層
の

野
菜
摂
取
量
を
増
や
す
た
め
の

方
法
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
。
基
調
講
演
で
、
国

立
健
康
・
栄
養
研
究
所
の
栄
養

疫
学
・
食
育
研
究
部
長
の
瀧
本

秀
美
氏
が
「
日
本
人
の
野
菜
摂

取
量
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し

て
講
演
を
行
っ
た
。

０１
〜
１９
年
の
１０
年
間
は
摂
取

量
に
大
き
な
変
化
は
な
い
も
の

の
、
０１
年
と
比
べ
る
と
す
べ
て

の
年
代
で
減
っ
て
い
る
。
か
つ

て
は
６０
代
、
５０
代
、
７０
代
の
順

で
摂
取
量
が
多
か
っ
た
が
、
昨

今
は
、
５０
代
は
減
少
し
て
い
る

傾
向
が
み
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
の
１６
年
の
「
都
道
府
県
別
に

み
た
野
菜
摂
取
量
の
平
均
」
で

は
、
野
菜
の
生
産
量
が
多
い
地

域
で
摂
取
量
が
多
い
傾
向
。
毎

年
１１
月
に
行
っ
て
い
る
た
め
、

１
年
間
を
通
し
た
傾
向
で
は
な

い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
同
氏

は
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
今
よ
り
プ
ラ
ス
１

皿
」
で
、
ど
の
よ
う
な
料
理
を

作
れ
ば
、
ど
の
程
度
の
栄
養
素

が
摂
れ
る
か
に
つ
い
て
も
分

析
。
生
と
加
熱
を
組
み
合
わ
せ

て
色
々
な
野
菜
を
摂
取
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

大人が好きな野菜
※複数回答、トップ１０（６００人）

↑＋１．８pt
↑＋０．８pt
↑＋１．２pt
↓－３．３pt
↑＋０．３pt
↑＋１．０pt
↑－０．５pt
↓－２．３pt
↓－１．７pt
↑－０．５pt

子どもが好きな野菜
※複数回答、トップ１０（１９２人）

５６．８％
５４．７％
４８．４％
４６．９％
４４．８％
４３．８％
４２．２％
４１．１％
４０．６％
４０．１％

タキイ種苗（株）の資料から

７６．０％
７３．７％
７３．０％
７１．７％
７１．７％
６９．７％
６８．８％
６８．７％
６８．２％
６８．２％

ジャガイモ
サツマイモ
トマト
トウモロコシ
エダマメ
メロン
スイカ
キュウリ
ニンジン
カボチャ

ジャガイモ
タマネギ
キャベツ
トマト
エダマメ
トウモロコシ
ホウレンソウ
キュウリ
サツマイモ
ナス

１位
２位
３位

４位

６位
７位
８位

９位

１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位
１０位

好きな野菜「ジャガイモ」初の１位
昨冬のポテトショック影響か

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
装
着
で
被
害
防
止

秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
開
始

１
皿
プ
ラ
ス
で

野
菜
不
足
防
止

２１年農産物価格指数、野菜な
ど低下で３％減２１年農産物価格指数、野菜な
ど低下で３％減

資材価格指数は飼料等上がり５％増資材価格指数は飼料等上がり５％増

荒
茶
生
産
量
前
年
比
７
％
増

２２
年
産
摘
採
面
積
は
４
％
縮
小
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東海農政局は、これからの農業や食
料を自分のこととして考えてもらうた
め、若者をターゲットに「食から日本
を考える。ニッポンフードシフト～捨
てたもんじゃないぞ！東海の農業」と
題して、３月３日にトークライブをオ
ンラインで開催。愛知県豊田市豊栄町
と下山地区和合町で茶を栽培している

た つ き

戦後開拓農家の石川龍樹さん（４３歳）
が、取り組みの発表やディスカッショ
ンでの意見発表を行った。
○茶園の歴史○
龍樹さんが営む茶園「いしかわ製茶」

ま さ み

は、祖父・正美さんが中国から復員後、
多品目栽培から茶主体の栽培を始めた

て つ お

ことからスタート。父・哲雄さん（７５
歳）が、当時は当たり前だった農薬の
大量使用に疑問を持ち、寒冷地でなら
寒さで害虫が越冬できないのではない
かと考え、旧・下山村（現・下山地区）
で行われた「愛知県営農地造成事業」
で「和合パイロット」に参加。

標高は約６５０ｍ。温暖な気候を好む茶
の栽培は凍害や生育不良など数々の困
難に見舞われた。泊まり込みで厳寒期

い そ

の開拓作業に勤しみ、ポットごと凍り
つく寒さの中、シャーベット状になっ
た味噌汁をすすり、茶園を開拓。現在
に至るまで一度も農薬を使わない有機
栽培の茶園として営農を続けてきた。
○営農状況と今後の目標○
龍樹さんは０３年に就農した。現在、

さ き

いしかわ製茶は、龍樹さんと妻・咲姫
み ず

さん（３５歳）、父・哲雄さん、母・瑞
え

枝さん（７０歳）の主に４人体制で営農
を行っている。品質の良い茶葉だけを
厳選するために「手摘み」を行ってい

るため、繁忙期には
１００人近くのアルバ
イト社員の協力を得
て収穫している。
現在の茶園の面積
は４．６ha。人の口に
入るものであること
を常に意識し、「自
分が今すぐに口に入
れられるものを」と
いう意識で、安全・
安心を常に心がけて茶の生産に取り組
んでいる。また、龍樹さんは元プロボ
クサーでもある。現在も農閑期には同
市内のジムでトレーナーとして後進の
育成に尽力。体の続く限りボクシング
も続けたいそうだ。
日本で最初に抹茶の有機 JAS 認証

取得を果たした。また、スイスや米国
の有機規格の認証も受けている。トー
クライブの他にも、県内の大学のゲス
ト講師として、講演を精力的に行って
いる。
先駆的な取り組みや高品質な茶の生
産が認められ、正美さんは６２年、哲雄
さんは６７、８６、０２、０７、１９年、龍樹さん
は１２年、１７年に、それぞれ農林水産大

臣賞を受賞。親子三代の大臣賞受賞を
達成している。龍樹さんは今年度も７
月５～６日の第５０回愛知県茶品評会で
東海農政局長賞を受賞しており、活躍
が続いている。
龍樹さんの今後の目標は、良い茶を
作っているという自負を胸に、海外展
開を続け、さらに注目を集め、日本の
消費者にも沢山買ってもらえる状況を
作っていくことだという。二人の子息
には跡継ぎになることを強制する気は
ないが、継ぎたいと言ってくれた時の
ため、次代に誇れる規模・クオリティ
の茶園を残していきたいそうだ。茶の
有機栽培の先駆者として、龍樹さんの
快進撃は続いていく。

茶の栽培で、農薬使用量の低減が課
題となっており、特に有機栽培でも除
草作業が効率化できる方法が求められ
ている。静岡県富士・東部農林事務所
は温水高圧洗浄機を使った草刈りの省
力化の方法を考案した。
～雑草防除の仕組みと実証～
土に温水を浸透させることで、雑草
の成長を止める（写真）。温水除草の
メリットは、石や刃物によるケガがな
く安全に作業ができるほか、除草剤使
用による残留農薬のリスクがない。
実証は、２１年６～８月に沼津市の茶
園で行った。株元・うね間の除草を行
わない「無除草区」、株元のみ手作業
で除草する「株元除草区」、株元を手
作業、うね間を温水高圧洗浄機で除草
する「温水高圧洗浄機区」、株元を手
作業、うね間を草刈機で除草を行う「草
刈機除草区」の４区を設けた。調査項

目は、①茶樹の生育②雑草の生育③作
業時間の３項目とした。
～結果～
無除草区以外の３区すべてで、茶樹
の生育は良好だった。雑草の生育を最
も阻害したのは温水高圧洗浄機区で、
雑草の種類が２分の１以下に減少し
た。また、作業時間は変わらなかった
ものの、草刈機除草区よりも温水高圧
洗浄機区は作業が楽だった。
同機は業務用のため、導入に２００～

２５０万円程度を要する。うね間よりも、
茶園周りの枕地除草や幼木園での除草
でより効果が期待できるとみられる。

農水省は８月３１日、「２１年産指定野
菜（秋冬野菜等）及び指定野菜に準ず
る野菜の作付面積、収穫量及び出荷量」
を公表。作付面積は多くで減ったもの
の、収穫量が増えた品目が多かった。
《指定野菜》
①秋冬野菜：８品目全体の作付面積

は８万８４００ha で、前年産から１１００ha
（１％）減で減少傾向が続いている。
一方、収穫量・出荷量はともに増えた。
収穫量を品目別にみると、６品目で
前年産並みか増加となっている。最も
上がり幅が大きかったのが冬ニンジン

で、２万１５００ｔ（９％）増加した。作付面
積は前年並みだったが、天候に恵まれ
生育が良好だったことが影響した。
一方、秋植えバレイショで収穫量は

２６００ｔ（７％）減。鹿児島県での転換
によって作付面積は４％増加したが、
長崎県で高温・少雨により肥大が抑制

されたためである。
②ホウレンソウ：作付面積は１万

９３００ha で、３００ha（２％）減少した。
１０ａ当たり収量は１０９０㎏で前年産並み
だった。収穫量は２１万５００ｔ、出荷量は
１７万９７００ｔで、それぞれ３４００ｔ、３０００ｔ
減といずれも２％減少した。

写真提供：静岡県富士・東部農林事務所

夏秋雨除けトマト栽培では、夏期
の高温で草勢が弱まり、単価が上昇
する秋期に収量が低下するという問
題がある。
そこで、岡山県農林水産総合セン
ター農業研究所高冷地研究室は、試
験を行い、夏季の摘花房処理が秋期
収量に与える効果を実証した。
方法：試験は２１年に同研究室ほ場

（真庭市、標高４６０ｍ）で行われた。供
試品種は「桃太郎ワンダー（台木：グ
リーンフォース）」を用いた。５月下
旬に畝幅２００㎝、株間４５㎝で二条植え
し、仕立ては一本仕立てで斜め誘引
した。
給液装置を用いた養液土耕栽培と
し、Ｎ－Ｐ２Ｏ５－Ｋ２Ｏ＝１２－２０－
２０％の肥料を１５㎏／ａ施用した。
結果：７月中旬に開花した花房

（おおよそ５～７段花房のうち１花房）
を摘除することで、処理した２～３段
上位の花房直下の茎径が太くなり、草
勢が向上した。また、摘除によって８
月の収量は無処理に比べ約３５％減少し
たが、秋期（９～１０月）収量は約１８％
増加し、粗収入もやや増加した（表）。
同研究室は、この技術を取り入れる
ことにより、収量・粗収入の増加以外
にも、８月の収穫にかかる労働を軽減
させることが可能としている。留意点
として、摘花房後の８月の寡日照条件
などにより、摘花房処理による秋期増
収効果は小さくなる場合があることを
挙げている。また、この技術は同様の
気象条件の時期であればどの地域でも
適用は可能だが、花房を切除する時期
については地域ごとの検討が必要だと
している。

㊧茶園で、２人のご子息と夫妻 ㊨後列左
から咲姫さん、ご子息、龍樹さん、前列は哲
雄さん、瑞枝さん（写真提供：龍樹さん）

摘花房処理が収量に及ぼす影響（２０２１年）

処理区（時期）
可販収量ｚ（㎏／株） 粗収入ｙ（円／株）

７月 ８月 ９月 １０月 全期間
（７～１０月）

秋 期
（９～１０月）

全期間
（７～１０月）

摘花房あり（７月中旬） １．１４ ０．５７ ０．７２ ０．９４ ３．３７（９９） １．６６（１１８） １，１８７（１０３）
摘花房なし １．０９ ０．８７ ０．６３ ０．７９ ３．３８（１００） １．４２（１００） １，１５６（１００）
ｚ総収量から規格外品と小果を除いたもの
ｙ粗収入は各月の平均単価×可販収量の合計

岡山県農林水産総合センター２１年度主要成果から

石川さ
ん（愛

知）トークライブで発表
茶栽培で親子三代、大臣賞

温水高圧洗
浄機で除草

茶
栽
培

夏秋雨除けトマト 秋期収量増加
摘花房処理で草勢向上

作付面積減少も
好天で収穫量増加

２１ 年 産
秋冬野菜
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資材をくん蒸する際の注意点
建物の隙間は
目張りする
（煙が漏れないよう）

物品同士の
間をあける
（消毒は表面が主）

くん蒸剤は
決められた
容量・用法で

乳用牛の長命連産のための健康管理
は最重要事項だが、管理の明確な指標
は少ない。そこで、北海道立総合研究
機構酪農試験場乳牛グループ（中標津
町）は、営農情報を活用し、酪農場の
収益性や乳生産に悪影響を及ぼす周産

期の健康状態の指標を選定し、簡単に
周産期管理の問題点を把握できるモニ
タリング法を明らかにした。
◇方法
試験１：牛群検定と家畜共済を利用
している、放牧以外の牧場７６戸を調査
した。①分娩後５６日以内の死亡による
廃用（以下、死廃）の発生割合と、ク
ミカン収支（「組合員勘定制度」の略。
牧場の資金制度。経営の収支の指標に
した）及び３０５日乳量平均との関係②重
点的に監視する項目を選定③健康の悪
化予防の予測に役立てるため、①を悪
化させる飼養管理のリスク要因―の３
点を調査。このうち２３牧場では、牛体
の状態を観察（写真）し、周産期の飼
養管理について聞き取りを行い、牛群
・個体の死廃に影響を及ぼすリスク要
因を調査した。
試験２：同様に牛群検定を実施して
いる牧場について「乳中βヒドロキシ
酪酸（以下、ＢＨＢ。ケトーシスを起

こす「ケトン体」の指標）」が高い高
ＢＨＢ牛の摘発方法や周産期管理の問
題を明らかにした。
◇結果
試験１では、分娩後５６日以内の死廃
割合と第四胃変位治療割合が増える
と、クミカン収支と３０５日乳量が低下し
た。牛群検定で確認できる死廃割合が、
周産期の健康状態の指標であると考え
られた。初回検定時の乳脂肪率異常割
合などが、図のように健康状態との関
連がみられた。
試験２では、分娩後の高ＢＨＢ牛発
生のリスク要因は、分娩前に過肥であ

ることが特徴だった。過肥牛割合と乳
成分値異常牛割合が最も高く、周産期
疾病の発生が多い「複合型」は分娩後
６週目まで継続して高ＢＨＢ発生の割
合が高かった。また、「分娩直近の牛
群移動」「乾乳牛１頭当たりの飼槽幅
がせまい」「搾乳牛１頭当たりの休息
場所が少ない」など９つの条件下でも、
高ＢＨＢの発生割合は高まった。
牛群検定は、月１回の健康診断とも
いえるため、有効活用することが重要
となる。同グループは現在、乳中脂肪
酸組成に関する試験も実施しており、
さらなる有効活用を目指している。

乳用牛の乳質改善は、日常の小さな
工夫の積み重ねがカギとなる。根室農
業改良普及センター（別海町）は前搾
りの徹底による乳質改善の実証を行っ
た。
方法：前搾りの実施状況について、

１３戸を対象に調査した。そして、乳房
炎など病気を起こす細菌などの指標の
「体細胞数」「リニアスコア※」を測定。
前搾りを４回以上行っている牧場とそ

れ以外の牧場の数値を比べた。また、
搾乳時のタオルについても調査した。
結果：前搾りを４回以上実施してい
る牧場は、１３戸中８戸（６２％）にとど
まった。その８戸の体細胞数の平均値
（１８年１～１２月、以下同）は１４６．４で、
４回未満の５戸より９４．８低かった。リ
ニアスコアは２．０で、０．６低く抑えるこ
とができた。前搾りを５回以上行って
いる７戸と５回未満６戸との差はさら

に大きく、体細胞数の平均値は１３１．４で
１１１．４低く、リニアスコアは１．９で、０．７
低かった。
清拭のためのタオルは、マイクロフ
ァイバー（吸水タオル）７戸、普通の
タオル４戸、ペーパータオル１戸、大
判のタオル１戸。工夫点は、Ａ牧場は
搾乳前に殺菌剤に浸しておく、Ｂ牧場
は１人４つのバケツ（①ストリップカ
ップの乳汁を入れる②新しいタオル③
使用後タオル④手洗い用）を使う（写
真）、Ｃ牧場は手のひらサイズのタオ
ルを１頭当たり２～３枚使う―などだ
った。Ｄ牧場では、搾乳後の乳頭表面
の乳汁除去と殺菌のためのポストディ
ッピング時に乳房炎牛と通常牛で容器
を分けて消毒する工夫をしていた。
また、搾乳前に乳頭周辺を殺菌する
ためのプレディッピングを効果的に行

うためには、実施前の乳頭がきれいで、
３０秒間の殺菌時間をとるなど、注意点
をよく守ることが重要。Ｅ牧場では、
前搾りの前にプレディッピングを行
い、搾乳前半の過搾乳を防止している
という。ミルカー装着までの時間をし
っかりとるために、プレディッピング
を取り入れるのも有効となる。
乳頭全体に確実な刺激を与え、一頭
一布などの基本を徹底することが、乳
質改善や向上のためには重要となる。
※体細胞数をスコア化したもので、
乳房の健康状態を表す指標。

豚熱の感染は収まる気配がなく、衛
生対策の徹底が重要となる。岐阜県中
央家畜保健衛生所が考案した「くん蒸
・細霧消毒」を紹介する。
■使用方法
衛生管理区域内に資材を入れる前

や、オールアウトした畜舎の洗浄消毒
後の仕上げに行う。壁や床、空気中の
菌やウイルスを一気に除菌することが

ぬ

できる。対象物品が濡れづらいため、
エサ袋や設備機器の消毒が可能。また、
細かい器具などもまとめて消毒でき、
畜産排水を削減できる。使用する薬剤
は、過酢酸、二酸化塩素など。２～２０
時間と時間がかかることや、くん蒸中
は人や家畜に有害なことに注意する。

■注意点
資材の消毒の注意点は図のとおり。
畜舎では、①換気扇などのホコリを落
とす②水洗後は乾燥させる③細霧噴霧
器を使用する製品もあるためよく確認
する―などが重要となる。
有害なガスが発生するため十分に注
意し、説明書をよく読んで、書かれて
いる方法に従う。くん蒸消毒を行う時
には、最寄りの家畜保健衛生所に相談
する。

飼料摂取量不足（ルーメ
ンフィルスコア２以下）

飛節の傷、腫脹酷い
（飛節スコア３以上）

痩せすぎ（BCS が
2．50以下）

牛体状態のモニタリング

過肥（BCS が
3．75以上）

跛行あり（跛行ス
コア３以上）

汚れが酷い（衛生
スコア４以上）

岐阜県中央家畜保健衛生所の資料から

気象庁から梅雨明けの確定値の報
告がなされ、関東で６月２７日として
いたものが２６日遅れの７月２３日に修
正された。台風の季節となり、早速
台風１１号が南の先島諸島で迷走し、
沖縄から九州の西を北上、各地で強
風が吹き荒れ、大きな被害が発生し
た。日本の南の太平洋の海水温が高
く、台風の卵となる雲の塊が多数あ
り、１０月まで警戒は必要である。

現在放送中のＮＨＫの朝のドラマ
は、沖縄を舞台としたものだが今月で
終了となる。やんばる（山原）の田舎
で豚を飼育しており、命をいただくこ
とを家族の食卓で伝え、長男は実業家
を目指し、養豚場に就職。沖縄の豚舎、
就職先の豚舎の造りを見ても、昭和４０
年以降の養豚の近代化がうかがい知る
ことができた。
適正な夏場管理を行い秋風の吹き始
めるこの頃に繁殖豚の疲れがピークと
なるが、今月の種付けは来年の高値時
期の出荷となることから、確実に受胎
させたいものである。

（全開連参事 臼井靖彦）

根室農業改良普及センターの資料から

分娩後５６日以内死廃防止が重要
営農情報で３０５日乳量と収益性確保

前搾り４回以上徹底で乳質改善
タオル清潔さ維持し工夫も

くん蒸、細霧で消毒を
豚舎・資材まとめて除菌
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子牛の疾病は経営に与える損害が大
きいが、健康状態を完全に把握するの
は難しい。そのため、脈拍を含む各種
生体情報の取得による、子牛疾病早期
発見のための技術開発が求められてい
る。
そこで、京都府農林水産技術センタ
ー畜産センター（綾部市）は１９年、２０
年に試験を実施し、市販人用脈拍セン
サを用いて脈拍数の増減を簡単にモニ
タリングできる技術を開発した。
〈試験１〉脈拍数の測定方法の確立
〇方法
畜産センター場内（同市）で、ホル
スタイン種子牛（１～６ヵ月齢）を１０
頭供試し、機材には脈拍センサ、聴診
器、自着性伸縮包帯を用いた。測定部

け い

位は耳介静脈（被毛あり・なし）、頸
静脈、尾静脈とし、保定した子牛が落
ち着いた後にセンサを押し当てると同
時に聴診器で心音を確認した（写真）。
それぞれ１分間の平均を測定値とし、
脈拍数と心拍数の関係を調査した。

結果
脈拍数と心拍数との相関は尾根部腹
側で最も高く（ｒ２＝０．７７０３ ※数値が
１に近いほど実際のデータに適合して
いる）、頸で最も低かった（ｒ２＝
０．０８７）。耳では被毛がない部位で測定
（ｒ２＝０．５６５７）した際は、ある状態
（ｒ２＝０．２５８５）と比べて高い相関が得
られ、被毛の有無が測定に大きな影響
を与えることが判明した。
このことから、脈拍の測定部位とし
ては尾根部腹側が最も適していること
が確認された。

〈試験２〉皮膚が黒い牛での脈拍測定
〇方法
畜産センター碇高原牧場場内（京丹
後市）で、黒毛和種子牛（１～６ヵ月
齢）を１０頭供試し、試験１と同じ機材
を用いた。保定した子牛が落ち着いた
後、尾静脈にセンサを押し当て自着性
伸縮包帯で固定し、計測された脈拍数
と聴診した心音との関係を調査した。
測定は１頭当たり３回行い、１分間の
平均値それぞれの測定値とし、脈拍数
と心拍数の関係を調査した。
結果
当該センサは光を血管に照射するこ
とで脈波を算出するため、皮膚が黒い
牛だと正確に測定できない可能性があ
った。試験の結果、尾根部腹側の皮膚
が黒い牛でも、心拍数と高い相関がみ
られた（ｒ２＝０．８９７、図）。これは、尾
部腹側の皮膚が薄く、尾動脈がすぐそ
ばを走行しているため、皮膚が黒くて

も血管の収縮をとらえられたためと考
えられた。
これらのことから、安静時であれば
同センサを用いて、簡単に尾静脈で脈
拍数を測定できることがわかった。ま
た、尾根部腹側の尾静脈上にセンサが
位置するように、自着性伸縮包帯で長
期間固定できた。同センターは、この
技術について、交雑種も同様に脈拍を
測定できるとみているほか、子牛だけ
でなく成牛にも応用が可能だとしてい
る。
同センターは留意点として、２週間
以上の装着で尾部にうっ血がみられた
事例があり、より長期間にわたる使用
は避けるべきだとしている。また、脈
拍センサの連続測定可能時間は約１２時
間のため、獣医師による診療の際、興
奮による頻脈で正確な脈拍数を把握で
きない場合や、治療後の脈拍数の推移
を確認したい場合等に短期間的に利用
することで、診療に要する時間を短縮
するといった使用法が考えられるとし
ている。
同センサによって取得された脈拍デ
ータは、牛の近くに行けば、スマホア
プリで確認できる。ただし、リアルタ
イムでは管理ができないことから、今
後も検討を続ける必要がある。

近年、大雨・台風をはじめとした自
然災害による被害が多く報告されてい
る。災害は畜産経営にも甚大な被害を
もたらすため、経営者は防災活動に取
り組まなくてはならない。
（一社）全日本畜産経営者協会は６
月、「畜産経営者のための自然災害危
機管理マニュアル－要約版」を作成し
た。今年３月に作成したマニュアルの
要点を抜粋し、使いやすくまとめてい
る。その中から、肥育牛管理における
対策を紹介する。
事前対策
地方自治体などを通じて発信される
気象情報や防災情報などを常に確認す
るようにする。
場内のコンテナやプラスチックパレ

ットなどの飛来する恐れがあるもの
や、燃料タンク・ガスボンベなどをし
っかりと固定する。牛を避難させる場
合に備え、避難方法や場所を予め決め
ておき、少なくとも１週間以上飼養で
きる飼料在庫量を確保しておく。在庫
は河川の増水などによるリスクを考慮
して分散して保管する。
必要に応じて、飲水の貯留タンクや
汲み上げポンプなどの準備も行う。ま
た、これまで冠水したことのある地域
では、速やかな排水を行うための準備
をし、排水路や排水溝等の点検、ゴミ
除去や補修・再整備なども行う必要が
ある。
農水省が提供している「ＭＡＦＦア
プリ」では災害対策等の情報も発信し

ており、こうした情報も併せて活用す
る。
事後対応
牛舎や施設の破損状況を確認し、倒
壊などの恐れがある場合、できるだけ
近寄らないようにする。堆肥舎などの
破損などによるふん尿の流出がないか
を確認し、必要に応じて土盛りなどを
行うことで流出を防ぐ。停電の場合は、
再通電時に漏電やショートに十分注意
する。
公共水道が断水した場合は、復旧の
見通しについて水道局等に確認する。

に ご

自家用井戸を使っている場合は、濁り
などを確認して今後の使用の可否を決
める。断水からの回復後、過剰飲水に
ならないように自由飲水を避け、徐々
に飲水させるなどの注意をする。

長期にわたる停電・断水は牛の健康
に多くの悪影響を与えることが推測さ
れるため、細かな観察と衛生管理に努
める。異常を認めた場合には速やかに
獣医師に連絡をとる。また、被災を原
因とした抵抗力の低下などで、サルモ
ネラ症を中心とした伝染病の発生リス
クが中長期的に高まることが懸念され
る。飼料や飲水の衛生面に配慮すると
ともに、畜舎の清掃・消毒を中心とし
た飼養衛生管理基準の順守に努める。
先般の台風で開拓農家にも被害が出
ており、自然災害の脅威は決して他人
事ではない。今一度災害に対する備え
を再確認し、被害を最小限にするよう
努めたい。マニュアルは同協会のホー
ムページで要約版、全体版ともに閲覧
することができる。

農畜産業振興機構は９月９日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２２年７月分、概算払い）
を公表した。乳用種・交雑種で標準的
販売価格が標準的生産費を下回ったた
め、引き続き交付が行われる。肉専用

種は北海道と山梨県で発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が３万４３８０．２円（前月は４万３８９２．１
円、確定値）、交雑種は２万９９１０．８円
（前月は３万９３９．３円、同）。
前月分と比較すると、飼料費が乳用
種・交雑種ともに増加しているものの、
概算払いのため、交付金は減額となっ
た。

尾部腹側に脈拍センサを押し当てる様子

農水省は８月３０日、日本から国際獣
疫事務局（以下、ＯＩＥ）に提出した
牛のブルセラ症及び結核の清浄化宣言
が、２１年４月１日を開始日としてＯＩ
Ｅのウェブサイトに掲載されたことを
公表した。
ブルセラ症は流産や死産等を起こす
感染症で、結核はウシ型結核菌による
呼吸器感染症。いずれも牛の生産性を

著しく低下させる慢性感染症であると
ともに、人獣共通感染症でもある。６０
年代までは両疾病とも多くの感染牛が
確認されていたが、家畜伝染病予防法
に基づく定期検査による摘発・とう汰
によって清浄化が進んだ。それぞれ１０
年、１４年を最後に新たな発生は確認さ
れていない。
同省は今後、ＥＵ（欧州）向けに輸
出される牛乳・乳製品に義務付けられ
ている全頭検査が不要となるよう、輸
出条件の緩和について協議を進めてい
く方針だ。

子牛の体調変化をモニタリング子牛の体調変化をモニタリング
市販の人用脈拍センサ装着で

被災後の抵抗力低下に注意・備えを
畜産経営者のための危機管理マニュアル

牛ブルセラ症・結核の清浄化宣言
今後、輸出条件緩和へ協議

乳用・交雑種ともに発動
牛マルキン７月分



開 拓 情 報2022年（令和4年）9月15日 第773号 （8）（毎月１回１５日発行）
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������

牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

消費者の節約志
向高い中、全品
種で出荷頭数増

８月は牛肉の需要期だったが、新型
コロナウイルスの感染急拡大や大雨な
どの影響により、外食・行楽需要が鈍
化した。各品種の枝肉相場は、下げの
展開となった。
【乳去勢】８月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は８７８円（前年同月比９０％）
となり、前月に比べ１９２円下げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、９月の乳用種の全国出荷頭数は２
万８６００頭（１０３％）で引き続き前年同月
を上回ると見込んでいる。
【Ｆ１去勢】８月の東京市場の交雑種

（Ｆ１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ
３が１５０８円（前年同月比９６％）、Ｂ２
は１３０６円（９７％）となった。前月に比
べ、それぞれ３７円、５７円下げた。
同機構は８月の交雑種の全国出荷頭
数を２万１２００頭（１１５％）と、引き続き
前年同月をかなりの程度上回ると予測
している。
【和去勢】８月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２１９７
円（前年同月比９９％）､Ａ３は２００５円
（１０２％）となった。前月に比べ、それ
ぞれ１７６円、１７０円下げた。
同機構は９月の和牛の全国出荷頭数

を３万８１００頭（１０１％）と増加を見込ん
でいる。牛全体の出荷頭数は８万９５００
頭（１０５％）で引き続き前年同月を上回
ると予測している。
【輸入量】同機構は９月の輸入量を
総量で４万８千ｔ（９５％）と予測。内
訳は冷蔵品１万８３００ｔ（７５％）、冷凍
品２万９７００ｔ（１１４％）。冷蔵品は需要
の減退や為替相場の影響等から、前年
同月を大幅に下回ると予測。冷凍品は、
為替相場の影響はあるものの、米国や
メキシコ、欧州等からの輸入量の増加
が見込まれ、前年同月をかなり大きく
上回ると予測している。
冷蔵品の輸入量が円安や現地価格の
高騰等で減少傾向の一方、より安価な
冷凍品の引き合いが強まっている。
秋の行楽需要が期待されるが、食品
の値上げが相次ぎ、消費者の節約志向
の高まりから、牛肉の需要は弱まって
いる。出荷頭数は全品種で前年同月を
上回ると予測されている。新型コロナ
ウイルスの感染者数が依然として多
く、弱もちあいの相場展開が予想され
る。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が９００～
９５０円、Ｆ１去勢Ｂ３が１４００～１５００円、Ｂ
２は１２００～１３００円、和牛去勢Ａ４が
２２００～２３００円、Ａ３は２０００～２１００円で
の相場展開か。

国産品の引き合
い継続で、大幅
な下げはないか

８月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６４７円（前年同月比
１０４％）、中物は６３６円（１０８％）となっ
た。前月に比べ、それぞれ１６円、２円
下げたものの、高値基調が継続した。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、９月は１３４万４千頭（前年同月比
９７％、平年比１０２％）、１０月は１４５万２千
頭（１０２％、１００％）と平年をやや上回
って推移する見込み。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、９月の輸入量は総量で７万９１００ｔ
（前年同月比１０７％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万２１００ｔ（９１％）、冷凍品４

万７千ｔ（１２１％）。冷蔵品は、北米に
おける現地価格の高騰や為替相場の変
動等から、前年同月をかなりの程度下
回ると予測。冷凍品は、スペイン産の
輸入量が引き続き多いことが見込まれ
ること等から、前年同月を大幅に上回
ると予測している。
例年、出荷頭数が増えてくる時期だ
が、残暑や台風の影響で予測を下回る
可能性がある。一方、冷蔵品の輸入量
は現地価格の高騰等で減少傾向が続い
ている。国産品の引き合いが継続し、
相場の大幅な下げはないものと予想さ
れる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６００～６３０円、
中物は５５０～５８０円での相場展開か。

乳素牛は弱もち
あい、スモール
は小幅に戻すか

【スモール】８月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均取引価格（農畜産
業振興機構調べ、月末の取引結果を除
く暫定値）は、乳雄が３万１６９９円（前
年同月比３４％）、Ｆ１（雄・雌含む）は
１０万１２１８円（５０％）だった。前月に比べ、
それぞれ４万２７０７円、５万６３７５円下げ
た。両品種とも北海道で前月に続き下
落した。
２ヵ月連続の大幅な下落の反動で、
価格は小幅に戻す展開か。
【乳素牛】８月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１４万３２４円（前年同月比５９％）、Ｆ１去勢
は３２万３８４７円（８４％）だった。前月に比

べ、それぞれ５万４３５１円、２万６３２６円安
と大きく下げた。両品種ともスモール
と同様、北海道で下落した。
両品種の枝肉相場が下げの展開とな
ったことや、飼料価格の高騰等から、
素牛価格は弱もちあいか。
【和子牛】８月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６７万４６４３円（前年同月比８８％）となっ
た。前月に比べ９６１６円下げた。
飼料費など生産コストの上昇で、肥
育農家の子牛導入は慎重にならざるを
得ない。当面、子牛価格は弱含みで推
移すると予想される。
同機構は「優良肉用子牛生産推進緊
急対策事業」の２２年８月分の全国平均
価格を公表。乳用種で全国平均価格が
発動基準価格を下回ったため、１頭当
たり３万円の奨励金が交付される。

農水省は８月３日、２０年次（１～
１２月）の食肉（牛・豚・鶏肉）の消
費構成割合を公表した。前年に比べ、
全畜種で家計消費（内食：精肉を家
庭内で調理して消費）の割合が増加
した。一方、その他（業務用、外食、
中食など）の割合は減少。新型コロ
ナウイルス感染症の拡大に伴う「巣
ごもり需要」が主な要因とみられる。
国産品と輸入品を合わせた畜種別
の推定出回り量（２０年度の食料需給
表に基づく年次ベースで算出）につ
いて、形態別｛家計消費、加工仕向
（食肉加工工場で加工）、その他｝
の消費構成割合を、統計資料などを
基に算出した。
種別に消費構成割合をみると、牛
肉は、その他５８％（前年比６㌽低
下）、家計消費３３％（３㌽上昇）、
加工仕向９％（３㌽上昇）の順。近
年、家計消費は減少傾向だったが、

増加に転じ、１３年水準となった。ただ、
豚肉、鶏肉に比べると家計消費の割合
は低い。
豚肉は、家計消費５４％（前年比４㌽
上昇）、その他２３％（４㌽低下）・加
工仕向２３％（同率）の順。元々、家計
消費の割合が高く、近年は５０％前後で
推移していた。
鶏肉は、その他４９％（前年比４㌽低
下）、家計消費４４％（４㌽上昇）、加
工仕向７％（同率）の順。近年、家計
消費の割合は横ばいで、４０％前後で推
移していた。牛肉と同様、その他の割
合が高い。

８月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ７２２ ６５９ ３１１ ３０９ １３０，３３２ １８９，７２９ ４１９ ６１４
Ｆ１去 １，９８２ ２，１３０ ３４２ ３３７ ３１４，５３６ ３４６，７２２ ９２０ １，０２９
和去 ２，３２８ ２，４０９ ３３６ ３３３ ７４１，５３９ ７７２，６９８ ２，２０７ ２，３２０

東 北
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ４ １ ２８９ ３０７ ２３３，４７５ ２８７，１００ ８０７ ９３５
和去 ２，３４８ ２，７６８ ３２４ ３２２ ７０７，７６０ ６９６，２５８ ２，１８５ ２，１６６

関 東
乳去 ２５ ２３ ３４８ ３１１ ２８０，４１２ ２８９，２０４ ８０７ ９２８
Ｆ１去 １３８ １５０ ３６２ ３６８ ３６８，６６７ ３６８，４９３ １，０１８ １，００３
和去 ８８６ ７８０ ３１０ ３２４ ７１３，２７４ ７２１，１０７ ２，３０４ ２，２２７

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ８３ ６０ ２８７ ２７５ ６３３，３３５ ６６７，５１７ ２，２０７ ２，４２７

東 海
乳去 ６ ８ ２８６ ２７０ ２３８，７００ ２３１，２７５ ８３５ ８５７
Ｆ１去 ５０ ４８ ３３０ ３２８ ３５７，９６２ ３３５，５４６ １，０８６ １，０２５
和去 ２３３ ４０２ ２６５ ２７７ ６８９，２１４ ７４６，５９４ ２，６０１ ２，６９５

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 １８０ ４５８ ２５９ ２６４ ７０２，８９４ ６６３，６４１ ２，７１４ ２，５１７

中 四 国
乳去 ６４ ７４ ２８４ ２８３ １８９，５４４ ２０７，００８ ６６７ ７３２
Ｆ１去 ２７０ ３２７ ３３７ ３４１ ３４３，２７３ ３３８，６５２ １，０１９ ９９３
和去 ５０２ ８５８ ３００ ３０６ ６２９，６５６ ６５２，４２５ ２，０９６ ２，１３２

九州・沖縄
乳去 １ １６ ３１２ ２９４ １１２，２００ １８７，１３８ ３６０ ６３６
Ｆ１去 ９４ ４２８ ３５３ ３３７ ３８４，２８６ ３７１，５２０ １，０８９ １，１０２
和去 ７，１８３ １０，９０２ ２９７ ２９９ ６３９，８１２ ６６０，１９９ ２，１５５ ２，２０８

全 国
乳去 ８１８ ７８０ ３１０ ３０６ １４０，３２４ １９４，６７５ ４５３ ６３６
Ｆ１去 ２，５３８ ３，０８４ ３４２ ３３９ ３２３，８４７ ３５０，１７３ ９４７ １，０３３
和去 １３，７４３ １８，６３７ ３０８ ３０７ ６７４，６４３ ６８４，２５９ ２，１９０ ２，２２９

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。―は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

食肉の消費構成割合 （％）

年次 家計消費 加工仕向 その他

牛 肉
19 30 ６ 64

20 33 ９ 58

豚 肉
19 50 23 27

20 54 23 23

鶏 肉
19 40 ７ 53

20 44 ７ 49

内食需要が３畜種とも増加
２０年 食肉の消費構成割合

需要鈍く相場弱もちあいか

畜産物需給見通し畜産物需給見通し


